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「
愛
と
奉
仕
」の
精
神
を

未
来
へ
つ
な
ぐ
た
め
に

院
長　

永
山　

ル
ツ
子

今
、わ
が
国
で
は
、令
和
６（
２
０
２
４
）

年
の
出
生
数
は
初
め
て
70
万
人
を
切

る
な
ど
、
急
速
な
少
子
化
が
進
行
す

る
中
で
、
未
来
を
築
く
人
材
を
育
成

し
続
け
、
そ
し
て
、
将
来
を
切
り
拓

く
た
め
に
は
高
等
教
育
機
関
の
再
構

築
が
不
可
欠
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
、
令
和
７

（
２
０
２
５
）
年
２
月
21
日
付
で
中
央
教

育
審
議
会
か
ら
「
我
が
国
の
「
知
の

総
和
」
向
上
の
未
来
像
～
高
等
教
育

シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
～
」
と
題
し
て

答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
私
立
短
期
大
学
に

つ
い
て
は
、
地
域
に
根
差
し
た
高
等

教
育
機
関
で
あ
り
、
地
方
公
共
団
体

や
産
業
界
等
と
の
連
携
を
強
め
な
が

ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤
と

な
る
人
材
を
育
成
し
て
い
る
と
評
価

す
る
一
方
で
、
進
学
ニ
ー
ズ
の
変
化

に
伴
い
、
近
年
多
く
の
短
期
大
学
が

学
生
募
集
の
停
止
を
し
て
い
く
中
で
、

地
域
で
身
近
に
あ
る
機
関
と
し
て
の

強
み
を
生
か
し
、
短
期
大
学
の
特
性

に
応
じ
な
が
ら
、
多
様
な
学
生
が
学

ぶ
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私

立
大
学
に
つ
い
て
は
、
学
士
課
程
学

生
の
約
８
割
の
教
育
を
担
い
、
特
に
、

地
方
に
お
い
て
は
高
等
教
育
へ
の
ア

ク
セ
ス
確
保
や
地
域
に
と
っ
て
不
可

欠
な
人
材
の
輩
出
等
に
も
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
建
学
の
精
神
や

私
立
大
学
だ
か
ら
こ
そ
担
う
こ
と
の

で
き
る
役
割
を
生
か
し
て
、
他
大
学

等
と
の
積
極
的
な
連
携
の
中
で
高
等

教
育
機
関
の
一
翼
を
担
う
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
今

後
の
更
な
る
少
子
化
を
見
据
え
た
規

模
の
見
直
し
は
不
可
避
で
あ
り
、
意

欲
的
な
教
育
・
経
営
改
革
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
学
院
は
中
学
・
高

等
学
校
を
含
め
て
役
割
や
設
置
意
義

を
踏
ま
え
、
社
会
か
ら
の
期
待
、
付

託
に
応
え
る
と
と
も
に
、
持
続
的
に

輝
き
続
け
る
た
め
に
長
期
の
目
標
を

定
め
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
具

体
的
な
施
策
と
し
て
、
中
期
計
画
を

策
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
第
二

期
中
長
期
計
画
は
２
０
２
５
年
度
末

を
も
っ
て
終
了
と
な
り
、
２
０
２
６

年
度
か
ら
新
た
な
５
か
年
の
中
長
期

計
画
の
作
成
に
と
り
か
か
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
中
長
期
計
画

で
の
取
り
組
み
の
最
優
先
課
題
は
言

う
ま
で
も
な
く
学
生
確
保
で
す
が
、

こ
れ
を
含
め
て
次
の
三
項
目
が
と
り

わ
け
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
創
立
１
５
０
周
年
を
向
け
て

の
学
院
の
あ
る
べ
き
姿

　
●

創
立
１
５
０
周
年
を
向
け

た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

二
財
政
基
盤
の
安
定
化
策　

（
補
助
金
・
寄
付
金
）

　
●

配
分
基
準
を
で
き
る
だ
け

多
く
満
た
す
こ
と
に
よ

り
、
補
助
金
収
入
の
増
額

を
目
指
す

　
●

創
立
１
５
０
周
年
募
金
に

向
け
て
目
標
金
額
を
定

め
、
そ
の
実
現
の
た
め
の

体
制
の
確
立

三
各
学
校
の
入
学
定
員
確
保
策

　
●

多
様
な
学
生
・
生
徒
確
保

の
た
め
の
戦
略
と
体
制
づ

く
り

　
●

学
校
・
学
部
学
科
ご
と
の

入
学
者
確
保
の
た
め
の
数

値
目
標
の
策
定

こ
れ
ら
を
始
め
と
す
る
中
長
期
計

画
を
着
実
に
実
行
す
る
こ
と
が
、
学

院
の
維
持
・
発
展
に
つ
な
が
り
ま
す
。

１
８
８
７
年
、「
日
本
女
性
の
教
養

を
高
め
た
い
」
と
の
願
い
の
も
と
、

カ
ナ
ダ
人
宣
教
師
ミ
ス
・
カ
ニ
ン
グ

ハ
ム
を
は
じ
め
、
カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ジ

ス
ト
教
会
婦
人
伝
道
会
や
静
岡
メ
ソ

ジ
ス
ト
教
会
の
牧
師
、
当
時
の
静
岡

県
令
ら
の
支
援
を
得
て
、
静
岡
で
最

初
の
女
学
校
・
静
岡
英
和
女
学
院
が

誕
生
し
ま
し
た
。
女
子
の
中
等
教
育

制
度
す
ら
整
っ
て
い
な
か
っ
た
時
代
、

設
立
は
大
き
な
挑
戦
で
あ
っ
た
と
い

え
ま
す
。

そ
こ
か
ら
１
３
８
年
、
短
期
大
学

の
開
設
か
ら
は
59
年
、
大
学
設
立
か

ら
は
23
年
を
迎
え
ま
し
た
。
本
学
院

は
創
立
以
来
、
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ

く「
愛
と
奉
仕
」の
精
神
を
大
切
に
し
、

社
会
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成
を
使

命
と
し
て
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
４
月
よ
り
院
長
に
就

任
し
、
そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。
設
立
者
た
ち
の
志
に

立
ち
返
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校

と
し
て
、
建
学
の
精
神
に
基
づ
い
た

教
育
の
実
践
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
は
今
、
Ａ
Ｉ
な
ど
技
術
革
新

の
進
展
に
よ
り
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
が
、
ど
れ
ほ
ど
時
代
が
変
わ
ろ

う
と
も
、
人
と
人
が
互
い
に
理
解
し

支
え
合
う
心
の
大
切
さ
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。

少
子
化
の
進
行
に
よ
り
、
教
育
現

場
に
は
個
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
教
育

の
質
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
学
院
で
は

キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
人
間
教
育
を

土
台
に
、
地
域
社
会
と
連
携
し
な
が

ら
、
知
識
の
習
得
に
と
ど
ま
ら
ず
、

地
域
の
未
来
を
担
う
力
を
育
む
教
育

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

静
岡
英
和
で
学
ぶ
生
徒
・
学
生
が
、

自
ら
の
夢
を
見
出
し
、
国
際
的
な
視

野
と
共
感
力
を
も
っ
て
、
平
和
な
社

会
の
実
現
に
貢
献
す
る
人
材
に
成
長

し
て
く
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て

い
ま
す
。

巻頭言

第
３
期
中
長
期
計
画
策
定
に
向
け
て

第
３
期
中
長
期
計
画
策
定
に
向
け
て

理
事
長

理
事
長　　

石
井　

博
文

石
井　

博
文
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四
月
、
生
徒
会
を
中
心
に
越
年
し

て
い
た
校
則
の
検
討
が
一
つ
の
区
切

り
を
迎
え
、
生
徒
自
ら
校
則
を
改
定

し
ま
し
た
。

五
月
に
入
り
ス
タ
デ
ィ
・
ツ
ア
ー

で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
奈
良
京
都
、

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
、
中
一

は
修
養
会
と
学
年
単
位
の
体
験
学

習
が
続
き
ま
し
た
。
ま
た
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
県
大
会
な
ど
で
活
躍
、
そ
し

て
英
検
に
も
多
く
の
英
和
生
が
挑

み
ま
し
た
。

月
末
に
は
体
育
祭
が
開
か
れ
、
体

育
局
や
生
徒
会
が
中
心
に
ス
ム
ー
ズ

に
進
行
し
、
英
和
生
の
絆
も
深
ま
り

ま
し
た
。
殊
に
学
年
毎
の
応
援
合
戦

で
は
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
の
中
学
一
年

生
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
館
内
が
一

気
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
頼
も
し

い
新
入
生
た
ち
で
す
。

　
さ
て
少
子
高
齢
社
会
の
厳
し
い
現

実
は
今
後
も
変
わ
り
が
あ
り
ま
せ

ん
。
特
に
高
等
教
育
（
大
学
）
は
全

国
で
次
々
と
学
生
募
集
停
止
、
閉
学

が
続
き
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

英
和
女
学
院
に
も
多
く
の
大
学
か

ら
指
定
校
推
薦
枠
の
増
加
や
提
携
の

申
し
出
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
反
比

例
す
る
か
の
よ
う
に
、
指
定
校
推
薦

を
利
用
す
る
英
和
生
の
割
合
は
減
少

し
て
い
ま
す
。

も
う
大
学
、
会
社
、
社
会
の
価
値

観
に
合
わ
せ
て
、
自
分
の
将
来
を
考

え
る
の
は
終
焉
を
迎
え
て
い
ま
す
。

英
和
生
た
ち
も
就
職
率
が
い
い
と
か

の
大
学
の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
で
は
な

く
、
本
当
に
自
分
が
学
び
た
い
進
路

へ
向
け
て
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
実
際
、

こ
の
春
の
卒
業
生
た
ち
の
進
路
は
そ

の
傾
向
を
反
映
し
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
女
子
大
で
も
学
生
数
を

伸
ば
し
て
い
る
の
は
、
志
願
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
う
学
部
改
編
が
成
功
し

た
大
学
で
す
。
今
後
、
国
公
立
の
推

薦
枠
も
増
加
、
若
い
女
子
の
県
外
流

出
の
増
加
す
る
静
岡
県
の
地
域
性
も

考
え
合
わ
せ
れ
ば
高
等
教
育
の
厳
し

さ
は
一
目
瞭
然
で
す
。

　
昨
年
の
夏
、
短
期
の
海
外
研
修
を

始
め
た
と
こ
ろ
定
員
を
上
回
る
参
加

者
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
個
人
で
も

中学校・高校

	

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
英
和
生

校
長　

大
橋 　

邦
一

カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ン
ド
、
フ
ィ

ジ
ー
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
へ
中
学
生

も
含
め
９
名
が
短
期
海
外
留
学
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
度
の
英
検

取
得
者
数
も
過
去
最
高
で
し
た
。
こ

こ
数
年
、
海
外
大
学
進
学
も
続
い
て

い
ま
す
。

不
登
校
、
コ
ロ
ナ
禍
、
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
の
単
位
認
定
、
通
信
制
生
徒

激
増
、
も
う
全
日
制
普
通
科
高
校
は

教
育
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
が
困
難
な
状

況
で
す
。　
　

個
別
最
適
化
、
主
体
的
な
学
び
を

実
現
す
る
に
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ナ
ー
（
自
学
自
習
）
の
育
成
が
必
要

で
す
。
そ
れ
ら
の
課
題
は
、
も
う
人

工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
と
生
成
Ａ
Ｉ

（ChatGPT

な
ど
）
を
利
用
し
、
十

分
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

も
う
文
科
省
が
提
唱
す
る
「
学
び

の
多
様
化
学
校
」
は
、
来
年
度
、
静

岡
県
で
も
開
学
し
ま
す
。
同
時
期
、

京
都
の
嵯
峨
野
高
校
、
堀
川
高
校
で

は
普
通
科
を
廃
止
し
、
専
門
的
な
分

野
の
学
び
、
探
求
の
学
び
に
特
化
し

た
科
だ
け
と
し
ま
す
。

生
徒
た
ち
の
未
来
は
、
お
そ
ら
く

Ａ
Ｉ
が
人
間
を
使
う
時
代
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
Ａ
Ｉ
を
使
う
人
間
の
育
成

が
急
務
で
す
。

教
育
の
王
道
「
不
易
と
流
行
」
や
、

ア
メ
リ
カ
の
神
学
者
ラ
イ
ン
ホ
ル

ド
・
ニ
ー
バ
ー
の
「
変
え
ら
れ
る
も

の
を
変
え
る
勇
気
、
変
え
ら
れ
な
い

も
の
を
受
け
入
れ
る
冷
静
さ
、
そ
し

中
学
・
高
校

て
両
者
を
見
分
け
る
知
恵
を
与
え
た

ま
え
」
と
い
う
祈
り
の
言
葉
に
も
あ

る
よ
う
に
、
変
わ
ら
な
い
キ
リ
ス
ト

教
教
育
に
基
づ
く
人
間
教
育
を
土
台

と
し
、
変
わ
り
ゆ
く
時
代
に
応
え
る

よ
う
に
情
報
と
英
語
に
特
化
し
た
学

び
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

進
路
か
ら
見
え
る

人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）

　
　
　

  

と
学
校
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メ
イ
プ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　

４
月
26
日
（
土
）「
第
42
回
メ
イ
プ

ル
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
、
清
水
テ
ル
サ

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

清
水
テ
ル
サ
は
初
め
て
使
用
す
る

会
場
で
、
朝
早
く
か
ら
舞
台
設
営
や

音
響
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
リ
ハ
ー
サ
ル

に
追
わ
れ
な
が
ら
も
、
緊
張
と
期
待

に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
音
楽
部
に
よ
る
ス
テ
ー

ジ
。
昨
年
か
ら
音
楽
部
の
生
徒
た
ち

は
、
韓
国
の
指
揮
者
チ
ェ
・
フ
ン
チ
ャ

先
生
の
セ
ミ
ナ
ー
で
宗
教
曲
の
技
術

と
精
神
を
学
び
、
神
へ
の
賛
美
の
歌

声
を
育
て
て
い
く
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
て
、
そ
の
成
果
と
し
て
３
曲
を

披
露
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
春
―
女

声
合
唱
曲
集「
う
た
を
う
た
う
と
き
」、

M
rs. GREEN APPLE

の
「
春
愁
」、

中
学
３
年
生
４
人
だ
け
で
歌
う
ラ
テ

ン
語
の
聖
歌
「Laudate...

」
を
、
思

い
を
込
め
て
歌
い
ま
し
た
。
第
２
部

は
、『
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
』
か
ら
の
熱

演
。
こ
の
日
の
た
め
に
制
作
し
た
衣

装
や
小
道
具
、
考
え
抜
か
れ
た
振
り

付
け
が
織
り
な
す
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

で
、
観
客
を
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
世
界
へ

誘
い
ま
し
た
。
続
い
て
『
キ
ャ
ッ
ツ
』

の
曲
を
メ
ド
レ
ー
で
披
露
。
こ
ち
ら

も
大
掛
か
り
な
舞
台
装
置
が
登
場
し

て
ス
テ
ー
ジ
を
彩
り
、
軽
快
な
ダ
ン

ス
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
世
界
観
を
見

事
に
表
現
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
は
、
吹
奏
楽
部
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
で
す
。

　

第
１
部
で
は
、
豪
華
客
船
タ
イ
タ

ニ
ッ
ク
号
を
舞
台
に
し
た
壮
大
な
物

語
を
音
楽
で
描
き
出
し
た
心
揺
さ
ぶ

る
演
奏
。
情
感
豊
か
な
メ
ロ
デ
ィ
で

観
客
を
歴
史
の
瞬
間
へ
と
引
き
込
み
、

深
い
余
韻
を
残
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
、
映
画
音
楽
な
ど
か
ら
４
曲

の
メ
ド
レ
ー
、「Code Blue
」を
披
露
。

背
景
の
モ
ニ
タ
ー
も
効
果
的
に
使
用

し
、
曲
に
合
わ
せ
て
変
化
す
る
映
像

が
歌
声
を
一
層
引
き
立
て
ま
し
た
。

続
い
て
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
引
退

す
る
高
校
３
年
生
５
人
の
ソ
ロ
を
含

む
人
気
曲
の
メ
ド
レ
ー
で
会
場
を
魅

了
し
ま
し
た
。
最
後
を
締
め
く
く
る

FUNKY M
ONKEY BABYS

の
「
あ

り
が
と
う
」
は
、温
か
な
メ
ロ
デ
ィ
ー

と
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
心
に
沁
み
、

観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

高
２
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー

　

５
月
８
日（
木
）～
５
月
14
日（
水
）、

高
校
２
年
生
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

研
修
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
高

校
１
年
生
の
後
期
か
ら
事
前
研
修
を

行
い
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
見
聞
広
達
」

に
掲
げ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文
化
、

自
然
、
人
々
の
生
活
を
自
分
の
目
で

実
際
に
見
て
学
び
、
ま
た
、
国
際
感

覚
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

ま
し
た
。

１
～
２
日
目
成
田
空
港
～
ケ
ア
ン
ズ
空
港

　

長
い
フ
ラ
イ
ト
で
し
た
が
、
早
朝

に
ケ
ア
ン
ズ
に
到
着
。

　

そ
の
後
、「
ハ
ー
ト
リ
ー
ス
ク
ロ
コ

ダ
イ
ル
フ
ァ
ー
ム
」
に
て
朝
食
。
ク

ロ
コ
ダ
イ
ル
ク
ル
ー
ズ
に
乗
船
。

　

そ
の
後
は
、
ボ
タ
ニ
ッ
ク
ガ
ー
デ

ン
を
見
学
し
ま
し
た
。 BANORA

ス

タ
ッ
フ
よ
り
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後
、
い
よ
い
よ
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
合
流
し
ま
し
た
。

３
～
４
日
目
各
自
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ

５
日
目

　

現
地
の
小
学
校
、St Gerard 

M
ajella Prim

ary School

で
小
学
生

と
の
異
文
化
交
流
や
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
、
体
験
授
業
な
ど
を
し
ま
し
た
。

事
前
に
準
備
し
て
き
た
各
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
日
本
文
化
の
紹
介
は
大
盛
況

で
し
た
。

６
日
目

　

世
界
遺
産
で
も
あ
る
グ
リ
ー
ン
島

と
キ
ュ
ラ
ン
ダ
に
行
く
２
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
研
修
し
ま
し
た
。グ
リ
ー

ン
島
で
は
砂
浜
の
散
策
や
グ
ラ
ス

ボ
ー
ト
で
の
海
洋
生
物
を
身
近
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
キ
ュ
ラ

ン
ダ
は
、
ス
カ
イ
レ
ー
ル
で
熱
帯
雨

林
に
生
息
す
る
ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
や
青

い
蝶
を
さ
が
し
ま
し
た
。
ま
た
、
山

岳
鉄
道
に
乗
り
壮
大
な
景
色
を
見
ま

し
た
。

最
終
日
、
７
日
目

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
別
れ
を
惜

し
み
、
ケ
ア
ン
ズ
空
港
よ
り
成
田
に

向
か
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
す
べ
て
の
行
程
を
自

分
の
目
で
、
耳
で
、
心
で
感
じ
て
き

ま
し
た
。
英
会
話
力
の
伸
長
に
も
大

き
く
影
響
し
、
今
後
、
国
際
的
な
広

い
視
野
を
持
ち
、
世
界
に
通
じ
る
自

己
の
確
立
を
目
指
し
て
く
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

中学校・高校

行
事
紹
介

行
事
紹
介
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た
ち
の
姿
は
、
こ
の
体
育
祭
が
単
な
る

競
技
を
超
え
た
素
晴
ら
し
い
機
会
で

あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

花
の
日
礼
拝

　

６
月
７
日
に
「
花
の
日
礼
拝
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
自
宅

か
ら
色
と
り
ど
り
の
花
を
手
に
登
校
。

宗
教
委
員
の
生
徒
た
ち
が
、
そ
れ
ら

の
花
を
礼
拝
堂
の
ス
テ
ー
ジ
前
に
飾

り
付
け
、
色
鮮
や
か
な
花
で
埋
め
尽

く
さ
れ
て
、
よ
い
香
り
が
漂
い
ま
し

た
。

　

６
月
の
第
２
日
曜
日
は
、
キ
リ
ス

ト
教
の
行
事
の
一
つ
で
あ
る
「
花
の

日
」
で
す
。
こ
の
行
事
は
19
世
紀
の

ア
メ
リ
カ
に
始
ま
り
、
あ
る
教
会
の

牧
師
が
子
ど
も
た
ち
に
信
仰
を
育
む

こ
と
を
願
い
、
子
ど
も
の
た
め
の
特

別
な
礼
拝
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
生
ま

れ
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
全
米

に
広
が
り
「
子
ど
も
の
日
」
と
し
て

教
会
の
行
事
と
な
り
ま
し
た
。
数
十

年
後
、
礼
拝
に
花
を
持
ち
寄
る
習
慣

が
生
ま
れ
、
こ
れ
が
「
花
の
日
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
キ
リ
ス
ト
改
革
派 

静
岡
教
会

の
服
部
先
生
の
説
教
で
は
、「
聖
書
の

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
前
の
最
後
は
学
年
応
援
披
露
で

す
。
各
学
年
が
他
学
年
に
エ
ー
ル
を

送
り
合
い
、
体
育
祭
へ
の
意
気
込
み

を
歌
や
ダ
ン
ス
で
熱
く
ア
ピ
ー
ル
し

ま
す
。
中
学
１
年
生
に
は
先
輩
た
ち

か
ら
温
か
い
応
援
歌
が
、
高
校
３
年

生
に
は
後
輩
た
ち
か
ら
尊
敬
と
憧
れ

を
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
最
後
の
体
育
祭
と
な
る
高
校

３
年
生
は
、
先
生
方
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
た
心
温
ま
る
替
え
歌
で

想
い
を
伝
え
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
は
、
高
校
３
年
生
に
よ

る
楽
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
幕
を

開
け
、
オ
レ
ン
ジ
の
学
年
の
絆
を
存

分
に
表
現
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
綱
引
き
か
ら
。
呼
吸
を

合
わ
せ
て
姿
勢
を
低
く
保
ち
、
体
重

を
か
け
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
は
、
経
験

豊
富
な
高
学
年
が
一
歩
リ
ー
ド
し
ま

す
が
、
必
ず
し
も
勝
利
す
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
に
行
わ
れ
た

の
は
障
害
物
競
争
。
２
つ
の
障
害
を

ク
リ
ア
す
る
と
、
テ
ー
ブ
ル
に
置
か

れ
た
紙
に
書
か
れ
た
先
生
を
探
し
、

一
緒
に
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
、
内
容
盛

り
だ
く
さ
ん
の
ゲ
ー
ム
で
し
た
。
更

に
玉
入
れ
。
新
ル
ー
ル
が
導
入
さ
れ
、

２
名
の
先
生
が「
お
邪
魔
棒
」を
持
ち
、

玉
が
入
る
の
を
懸
命
に
妨
害
。
生
徒

た
ち
は
制
限
時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で
一

心
不
乱
に
玉
を
投
げ
続
け
ま
し
た
。

最
終
種
目
は
、
学
年
ご
と
の
フ
ァ
イ

ナ
ル
リ
レ
ー
。
こ
の
リ
レ
ー
で
総
合

優
勝
の
行
方
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
選
手
た
ち
は
バ
ト
ン
を
繋
ぎ
、

懸
命
に
フ
ロ
ア
を
走
り
抜
け
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
競
技
が
終
了
し
、
総
合

得
点
が
発
表
さ
れ
、
高
校
３
年
生
が

有
終
の
美
を
飾
り
ま
し
た
。
そ
し
て

１
日
を
振
り
返
る
と
、
憧
れ
の
先
輩

を
真
剣
な
眼
差
し
で
見
つ
め
る
後
輩

た
ち
、
初
め
て
の
体
育
祭
で
戸
惑
う

中
学
１
年
生
を
優
し
く
支
え
る
先
輩

中学校・高校

体
育
祭 

　

５
月
29
日
（
木
）
草
薙
総
合
運
動

場
体
育
館
こ
の
は
な
ア
リ
ー
ナ
で

「
体
育
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
校
の
体
育
祭
は
、
中
学
１
年
生

か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
学
年
対
抗
で

競
い
合
い
ま
す
。
学
年
ご
と
に
緑
、

赤
、
紫
、
黄
色
、
青
、
オ
レ
ン
ジ
の

カ
ラ
ー
が
あ
り
、
卒
業
し
て
か
ら
も

「
自
分
た
ち
の
色
」
と
し
て
大
切
に

し
て
い
き
ま
す
。
６
年
間
の
学
校
生

活
に
お
い
て
、
特
に
思
い
出
深
い
イ

ベ
ン
ト
の
一
つ
で
す
。

　

長
縄
跳
び
か
ら
競
技
が
ス
タ
ー
ト

し
、
大
玉
送
り
、
バ
ト
ン
の
代
わ
り

に
段
ボ
ー
ル
箱
を
運
ぶ
宅
配
リ
レ
ー

と
進
ん
で
い
き
、
白
熱
し
た
ク
ラ
ス

対
抗
リ
レ
ー
で
は
、
応
援
の
歓
声
が

会
場
内
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。
学
年

対
抗
の
体
育
祭
で
す
が
、
必
ず
し
も

高
学
年
が
上
位
を
独
占
す
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

競
技
の
合
間
に
中
学
２
年
生
に
よ

る
マ
ス
ゲ
ー
ム
「
か
わ
い
い
だ
け

じ
ゃ
だ
め
で
す
か
？
」
が
行
わ
れ
、

ポ
ン
ポ
ン
を
持
っ
て
笑
顔
で
楽
し
そ

う
に
踊
る
姿
に
、
客
席
の
先
輩
や
保

護
者
か
ら
歓
声
が
沸
き
上
が
り
、
大

オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

◎
小
学
生
・
中
学
生
対
象

英
和
祭
（
文
化
祭
）

９
／
13
（
土
）
10
：
00
～
16
：
00

静
岡
英
和
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
発
表
や
有

志
団
体
に
よ
る
模
擬
店
、
ス
テ
ー
ジ
の

発
表
が
行
わ
れ
ま
す
。

バ
ザ
ー
や
フ
ー
ド
コ
ー
ト
も
充
実
！

英
和
生
が
輝
く
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
本
校
㏋
・Instagram

を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

授
業
公
開
週
間

11
／
10
（
月
）
～
11
／
15
（
土
）

小
中
学
生
を
対
象
に
授
業
公
開
を
行

い
ま
す
。

＊
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、

当
日
ご
来
校
く
だ
さ
い
。

学
校
ク
リ
ス
マ
ス

12
／
20
（
土
）

神
の
独
り
子
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の

誕
生
を
祝
う
ク
リ
ス
マ
ス
。

キ
ャ
ン
ド
ル
に
光
を
灯
し
な
が
ら
、

平
和
を
祈
り
ま
す
。

静
岡
英
和
が
最
も
大
切
に
し
て
い
る

行
事
の
ひ
と
つ
で
す
。

詳
し
く
は
、12
月
以
降
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
小
学
生
対
象

中
学
入
試
説
明
会

10
／
11
（
土
）・
11
／
15
（
土
）

10
：
00
～
11
：
30

10
／
24
（
金
）
18
：
00
～
19
：
30

個
別
相
談
会

11
／
25
（
火
）
～
11
／
29
（
土
）

個
別
相
談
の
時
間
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

筆
記
試
験
、
面
接
試
験
な
ど
入
学
試

験
に
つ
い
て
ご
質
問
い
た
だ
け
る
個

別
の
相
談
会
で
す
。

◎
中
学
生
対
象

学
校
紹
介

10
／
11
（
土
）・
11
／
15
（
土
）

13
：
30
～
15
：
00

中
学
生
を
対
象
に
、
本
校
の
魅
力
や

特
色
を
紹
介
し
ま
す
。

高
校
授
業
公
開

11
／
１
（
土
）
10
：
00
～
11
：
30

中
学
生
を
対
象
に
授
業
公
開
を
行
い

ま
す
。

＊
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、

当
日
ご
来
校
く
だ
さ
い
。

高
校
入
試
説
明
会

12
／
６
（
土
）・
12
／
13
（
土
）

10
：
00
～

「
こ
れ
で
バ
ッ
チ
リ
！
入
試
対
策
」

入
試
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　
　
　
（
筆
記
試
験
、
面
接
試
験
）

個
別
相
談
会

12
／
16
（
火
）
～
12
／
20
（
土
）

個
別
相
談
の
時
間
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

筆
記
試
験
、
面
接
試
験
な
ど
入
学
試

験
に
つ
い
て
ご
質
問
い
た
だ
け
る
個

別
の
相
談
会
で
す
。

　
最
新
の
情
報
は
、

　
こ
ち
ら
か
ら

小
学
生
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
参
加
で
き
る
静
岡
英
和
の
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
一
覧
で
す
。

多
く
の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

言
葉
を
聞
き
、
野
の
花
や
草
を
含
め

て
、
生
き
て
い
る
も
の
、
命
に
対
す

る
イ
エ
ス
の
感
性
に
触
れ
て
い
た
だ

き
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
感
性
を
携

え
て
福
祉
施
設
の
訪
問
に
お
出
か
け

く
だ
さ
い
」と
、お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
生
徒
た
ち
に
よ
る
献
金
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
寄
付
は

医
療
・
福
祉
団
体
や
県
内
の
社
会
福
祉

施
設
な
ど
に
、
大
切
に
贈
ら
れ
ま
す
。

　

午
後
に
生
徒
た
ち
は
花
束
を
持
っ

て
、
静
岡
市
内
の
社
会
福
祉
施
設
や

児
童
養
護
施
設
な
ど
を
訪
問
し
ま
し

た
。
１
限
目
に
は
、
生
徒
た
ち
が
持

参
す
る
花
束
を
作
る
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
真
剣
な
表
情
で

花
を
選
び
、
花
束
を
仕
上
げ
る
様
子

が
印
象
的
で
し
た
。
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本
校
は
、
一
八
八
七
年
（
明
治

二
十
年
）
創
立
以
来
、
社
会
状
況
が

大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
中
に
あ
っ
て

も
、
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
「
愛
と

奉
仕
」
の
教
え
を
守
り
抜
い
て
、
女

子
教
育
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
現
在
も
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が

持
つ
未
来
へ
の
可
能
性
を
大
切
に
育

て
る
た
め
に
、
他
で
は
経
験
で
き
な

い
特
色
あ
る
学
校
行
事
と
雰
囲
気
の

中
で
、
徹
底
し
た
少
人
数
に
よ
る
教

育
を
展
開
し
て
い
ま
す
。　

　

さ
て
、
本
校
の
進
学
実
績
を
報
告

し
ま
す
。
大
部
分
の
生
徒
が
四
年
制

大
学
へ
の
進
学
を
考
え
、
多
く
の
生

徒
が
第
一
志
望
の
進
学
先
に
合
格
し

て
い
ま
す
。
進
学
準
備
の
生
徒
は
、

過
去
三
年
で
も
数
名
で
す
。「
第
一
志

望
校
へ
の
現
役
合
格
」、
そ
の
実
現
性

が
極
め
て
高
い
こ
と
が
、
本
校
の
進

学
指
導
の
特
徴
で
す
。

　

今
年
度
も
七
十
三
名
の
卒
業
生
が
、

東
京
藝
術
大
学
、
静
岡
県
立
大
学
・

青
山
学
院
大
学
・
関
西
学
院
大
学
・

東
京
女
子
大
学
・
国
際
基
督
教
大
学
、

慶
応
義
塾
大
学
な
ど
に
進
学
し
ま
し

た
。
ま
た
、
静
岡
英
和
学
院
大
学
・

同
短
期
大
学
部
に
は
、
内
部
推
薦
制

度
を
利
用
し
、
進
学
す
る
生
徒
も
い

ま
す
。

　

本
校
の
看
板
「
英
語
のEIW

A!

」。

現
在
求
め
ら
れ
て
い
る
実
用
英
語
の

修
得
は
、
時
代
に
先
ん
じ
て
長
年
実

践
し
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
カ
ナ

ダ
姉
妹
校
へ
の
１
年
留
学
と
交
換
留

学
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
カ
ナ
ダ

に
３
～
５
ヶ
月
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、

オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
、
県
内
の
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
・
キ
ャ
ン
プ
な
ど
、
英

語
力
を
伸
ば
し
た
い
生
徒
に
は
魅
力

的
な
環
境
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
を
期
待
し
、
英
語
に
興
味

関
心
の
あ
る
生
徒
が
、
本
校
を
受
験

す
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

中
学
受
験
で
は
、
受
験
科
目
に
英
語

を
導
入
し
た
上
で
奨
励
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。
出
願
時
に
実
用
英
語
技

能
検
定
（
＝
英
検
）
三
級
以
上
の
取

得
者
は
「
入
学
金
免
除
」
と
な
り
、

特
典
制
度
と
し
て
、
英
検
四
級
以
上

の
取
得
者
ま
た
は
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
者
は
「
入
学
検
定
料
免
除
」

と
な
り
ま
す
。
高
校
受
験
の
特
典
制

度
と
し
て
は
、
英
検
二
級
以
上
の
取

得
者
は
「
筆
記
試
験
免
除
」
及
び
「
入

学
金
免
除
」、
英
検
準
二
級
以
上
の
取

得
者
は
「
入
学
金
免
除
」
と
な
り
、

特
典
制
度
と
し
て
、
英
検
三
級
以
上

の
取
得
者
ま
た
は
、
中
学
校
の
代
表

と
し
て
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
出

場
し
た
生
徒
は
「
入
学
検
定
料
免
除
」

と
な
り
ま
す
。

  

高
校
募
集
も
次
第
に
軌
道
に
乗
り
、

今
年
度
は
19
名
の
生
徒
が
入
学
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
英
和
中
学
か

ら
進
学
し
た
生
徒
と
新
し
い
友
人
た

ち
は
お
互
い
リ
ス
ペ
ク
ト
し
、
す
ぐ

に
和
や
か
な
関
係
が
生
ま
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

本
校
は
女
子
だ
け
の
、
落
ち
着
い
た

平
和
な
学
校
で
す
。
そ
の
先
に
充
実

し
た
指
定
校
推
薦
や
、
個
別
の
進
路

指
導
が
あ
り
ま
す
。

　

是
非
本
校
で
の
学
校
生
活
を
多
く

の
方
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
静
岡
英

和
女
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
の
最

新
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
し

く
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
生
徒
が
中
心
に
な
っ
て
作

成
し
た
動
画
な
ど
も
配
信
中
で
す
。

ま
た
、
同
窓
会
の
活
動
の
ペ
ー
ジ
も

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
後
と
も
本
校
の
教
育
活
動
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
心
よ
り

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

中学校・高校

B
egin your story

青山学院大学（8）
関西学院大学（16）
国際基督教大学（1）
麻布大学（7）
桜美林大学（7）
関東学院大学（22）
金城学院大学（12）
白百合女子大学（7）
成蹊大学（4）
成城大学（1）
聖心女子大学（1）
玉川大学（22）

指
定
校
推
薦
枠
数

進
路
状
況
（
2
0
2
５
年
3
月
卒
業
）

2
0
2
４
年
度
大
学
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）

東京女子大学（6）
東京女子医科大学（2）
同志社大学（1）
東洋大学（1）
東洋英和女学院大学（8）
日本女子大学（5）
フェリス女学院大学（10）
法政大学（1）
明治学院大学（2）
山梨英和大学（2）
立命館大学（1）
                                       他多数

東京藝術大学 1 名
神戸市立外国語大学 1 名
静岡県立大学 1 名
青山学院大学 5 名
関西学院大学 3 名
慶応義塾大学 2 名
国際基督教大学 1 名
成蹊大学 3 名
成城大学 1 名
聖心女子大学 1 名
多摩美術大学 2 名
東京女子大学 5 名
同志社大学 1 名
東洋大学 1 名
フェリス女子学院大学 4 名
法政大学 1 名
明治学院大学 2 名
　　　　　　　　　　　など

❶４年制大学 57 名

❷短期大学 1 名

❸専門学校 7 名

❹留学 1 名

❺進学準備 4 名

❻その他 3 名

❶

❺ ❻
❸ ❹

❷

………

……………

……………

……………………

……………

………………

　2026（令和８）年度 中学入試日程

Ａ
日
程

出願期間 2025年12月６日（土）～12月15日（月）
出願方法 Web出願（本校ホームページよりお手続きの上、出願書類を本校まで提出してください。）
試 験 日 2026年１月10日（土）単願（定員70名） スポーツ実績優秀者受験は、A日程のみ

検 定 料

15,000円
免
除
条
件

(1)出願時に、英語検定４級以上、漢字検定４級以上、数学検定４級
以上の資格を取得している者又は同等の資格取得者

(2)小学校在籍時に英語スピーチコンテスト等で入賞し、賞状等を受け取った者
合格発表 2026年1月11日（日）14時に本校ＨＰにて発表
入学関連書類配付 2026年1月11日（日）に本校事務室より郵送 ※納入金振込期限：1月15日（木）

B
日
程

出願期間 2026年１月14日（水）～１月22日（木）
出願方法 Web出願（本校ホームページよりお手続きの上、出願書類を本校まで提出してください。）
試 験 日 2026年１月24日（土）併願可（定員20名）
検 定 料 15,000円（ただし、Ａ日程に出願した場合は無料）
合格発表 2026年1月24日（土）14時に本校ＨＰにて発表
入学関連書類配付 2026年1月27日（火） 本校事務室より郵送 ※納入金振込期限：1月29日（木）

C
日
程

出願期間 2026年１月25日（日）～１月29日（木）
出願方法 Web出願（本校ホームページよりお手続きの上、出願書類を本校まで提出してください。）
試 験 日 2026年１月31日（土）Ａ・Ｂ日程受験との併願は不可とし、スタンダードクラスのみとする。
検 定 料 15,000円
合格発表 2026年１月31日（土）14時に本校ＨＰにて発表
入学関連書類配付 2026年１月31日（土）本校事務室より郵送 ※納入金振込期限：2月5日（木）

特待制度・奨励補助（授業料等減免）制度

入学試験成績優秀者
A日程のみ

入学料220,000円
の納入免除

当日の学力試験、面接等を総合して選考

英数資格保持者
入学料220,000円
の納入免除

出願時に英語検定３級以上の合格証明書を提示
出願時に数学検定４級以上の合格証明書を提示

スポーツ実績優秀者
入試日に実技テスト有り

A日程のみ

入学料220,000円
の納入免除

新体操・バスケットボール・バドミントン・テニス
（硬式・軟式不問）ベルテックス静岡 U-15 所属予定者   

奨励補助制度
本校中学校・高等学校及び静岡英和学院大学、静岡英和学院大学短期大学部
の在校生の姉妹、本校同窓生の子女と姉妹を対象

　2026（令和８）年度 高等学校入試日程

本
試
験

出 願 期 間 2026年１月14日（水）～１月22日（木）
出 願 方 法 Web 出願（本校ホームページよりお手続きください。）
出願書類提出 2026年１月27日（火）～１月28日（水）　9：00～16：00

試 験 日
2026年２月３日（火） 定員120名（但し、併設中学校からの進学者を含む。）
追試験　2026年２月９日（月）

検 定 料

15,000円

免除

条件

(1)出願時に、英語検定３級以上、漢字検定３級以上、数学
検定３級以上の資格を取得している者又は同等の資
格取得者

(2)中学校在籍時に英語スピーチコンテスト等に学校代
表として出場した者又は同等の成績を修めた者

合 格 発 表 2026年２月13日（金）　正午にＨＰにて発表
入学納入金
振 込 期 間

単願者　2026年２月14日（土）～２月19日（木）
併願者　2026年３月14日（土）～３月16日（月）

再
募
集
Ａ
日
程

出 願 期 間 2026年２月13日（金）～２月17日（火）
出 願 方 法 Web出願（本校ホームページよりお手続きの上、出願書類を本校まで提出してください。）
出願書類提出 2026年２月17日（火）9：00～16：00、２月18日（水）9：00～14：00

試 験 日
2026年２月19日（木）　
定員 若干名（入学者が定員に満たないと判断される場合に実施します。）

検 定 料 15,000 円
合 格 発 表 2026年２月24日（火）　正午にＨＰ上にて発表
入学納入金
振 込 期 間

単願者　2026年２月25日（水）～２月28日（土）
併願者　2026年３月14日（土）～３月16日（月）

特待制度・奨励補助（授業料等減免）制度

特待生
入学料160,000円の納入免除＋月額の授業料の内

「奨励補助規定に基づく金額」を１年間奨学金と
して免除する。

調査書に加え、
当日の学科試験、
面接を総合して
選考準特待生 入学料160,000円の納入免除

英語検定準２級
以上の取得者

入学料160,000円
の納入免除

出願時に英語検定準２級以上の取得証明書を
提示

スポーツ特待
制度

入学料160,000円
の納入免除

新体操・バスケットボール・バドミントン・テニス
（硬式・軟式不問）ベルテックス静岡U-18所属予定者）    

奨励補助制度
本校中学校・高等学校及び静岡英和学院大学、静岡英和学院大学短期大学
部の在校生の姉妹、本校卒業生の子女と姉妹を対象
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こ
の
春
、
本
学
に
は
留
学
生
44

名
を
含
む
２
２
２
名
の
新
入
生
が
加

わ
り
ま
し
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
出
身
で

地
震
の
被
害
を
受
け
た
学
生
を
は
じ

め
、
ネ
パ
ー
ル
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ベ

ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
中
国
、

イ
ン
ド
、
リ
ト
ア
ニ
ア
な
ど
、
多
様

な
国
・
地
域
か
ら
の
留
学
生
に
加

え
、
障
が
い
の
あ
る
学
生
や
、
社
会

人
経
験
を
経
て
学
び
直
す
学
生
も
在

籍
し
て
い
ま
す
。
互
い
の
違
い
を
認

め
合
い
な
が
ら
共
に
学
び
、
成
長
す

る
姿
は
、
本
学
の
教
育
の
原
点
で
あ

る
「
愛
と
奉
仕
」
の
精
神
を
改
め
て

思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

今
年
度
は
、
静
岡
市
と
の
連
携

に
よ
り
、
県
内
で
初
め
て
大
学
内
に

「
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
子
育
て

家
庭
と
の
自
然
な
ふ
れ
あ
い
の
中
で
、

学
生
た
ち
は
「
愛
と
奉
仕
」
を
実
践

的
に
学
ぶ
機
会
を
得
て
い
ま
す
。

ま
た
、
清
泉
寮
で
行
わ
れ
た
ス

チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
リ
ト
リ
ー
ト
で

は
、
留
学
生
を
含
む
学
生
同
士
、
そ

し
て
教
職
員
と
の
絆
を
深
め
る
貴
重

な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
緊
張
し
て

い
た
新
入
生
の
表
情
が
徐
々
に
ほ
ぐ

れ
、
笑
顔
に
変
わ
っ
て
い
く
様
子
を

目
の
当
た
り
に
し
、
平
和
な
学
び
の

環
境
を
守
る
責
任
の
重
さ
を
実
感
し

ま
し
た
（
写
真
は
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
の
様
子
）。

私
た
ち
は
、
と
も
す
る
と
自
分

と
異
な
る
考
え
や
意
見
に
対
し
て
拒

否
的
に
な
り
が
ち
で
す
。
相
手
の
意

見
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
、
自
分
の

否
定
や
敗
北
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、

時
に
感
情
的
な
対
立
を
招
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、耳
を
ふ
さ
ぎ
、

敵
意
を
抱
き
続
け
れ
ば
、
や
が
て
自

ら
も
周
囲
か
ら
孤
立
し
て
し
ま
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

異
な
る
背
景
を
も
つ
相
手
だ
か

ら
こ
そ
、
そ
の
文
化
や
価
値
観
を
尊

大学・短大部

重
し
、
思
い
や
り
の
言
葉
を
か
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
が
こ
の
世
に
お
生
ま
れ
に
な
っ

た
意
味
も
、
隣
人
愛
に
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
多
文
化
共
生
社

会
の
一
員
と
し
て
、
本
学
で
育
ま
れ

た
「
愛
と
奉
仕
」
の
心
が
、
キ
ャ
ン

ド
ル
サ
ー
ビ
ス
の
炎
の
よ
う
に
、
や

さ
し
く
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
３
月
、
本
学
に
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
英
和
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
本
学
と
静
岡
市
は
、
子

育
て
支
援
の
充
実
に
向
け
て
連
携
協

定
を
締
結
し
、
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

は
、
協
定
に
基
づ
く
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。
大

学
内
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開

設
さ
れ
た
の
は
県
内
で
は
初
め
て
の

試
み
で
す
。
オ
ー
プ
ン
当
日
の
様
子

は
、
多
く
の
テ
レ
ビ
・
新
聞
報
道
で

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
当
日
、
保

育
士
や
幼
稚
園
教
諭
を
目
指
す
学
生

が
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
を

行
い
ま
し
た
。
学
生
自
作
の
制
作
物

を
使
っ
て
親
子
と
触
れ
合
う
体
験

は
、
保
育
実
習
と
同
じ
く
、
保
育
の

意
義
や
や
り
が
い
を
感
じ
る
機
会
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
は
静
岡
市
職
員
３
名
の

保
育
士
が
勤
務
し
て
お
り
、
学
生
に

と
っ
て
保
育
の
実
際
に
学
ぶ
こ
と
は

沢
山
あ
り
ま
す
。
支
援
セ
ン
タ
ー
が

オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、
利
用
者
は
途

絶
え
る
こ
と
が
な
く
、
支
援
セ
ン

タ
ー
に
来
所
し
た
親
子
が
キ
ャ
ン
パ

ス
を
歩
い
て
い
た
り
、
図
書
館
前
の

陽
だ
ま
り
の
ベ
ン
チ
で
く
つ
ろ
い
で

い
る
姿
が
あ
っ
た
り
、
図
書
館
、
食

堂
な
ど
大
学
施
設
を
利
用
し
て
学
生

の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
る
光
景
が
日

常
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
溢
れ
る
子
ど
も
の
笑
顔
は
、
す

べ
て
の
学
生
、
教
職
員
に
と
っ
て
こ

の
上
な
い
幸
せ
と
喜
び
を
も
た
ら
せ

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

本
学
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
学
科

で
は
、
２
０
１
１
年
か
ら
２
０
１
９

年
ま
で
、
新
館
ラ
ウ
ン
ジ
に
お
い
て
、

学
生
に
よ
る
子
育
て
親
子
広
場
「
あ

ち
ょ
ぼ
」を
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
や
む
な
く
中
止
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。「
子
育
て
親
子

広
場　

あ
ち
ょ
ぼ
」
の
実
績
は
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
設
立
へ
と
導
か

れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
は
、
地
域

社
会
の
中
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が

多
様
化
・
複
雑
化
す
る
中
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
が
初
め
て
大
学
内
に

設
置
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
大
学

の
持
つ
専
門
的
な
知
見
を
生
か
し
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
・

協
力
の
在
り
方
を
模
索
す
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
子
ど

も
の
育
ち
を
支
え
る
様
々
な
専
門

職
の
人
達
の
働
く
地
域
に
質
の
高

い
人
材
を
輩
出
し
、
地
域
に
貢
献

す
る
と
い
う
本
学
の
建
学
の
精
神

に
改
め
て
立
ち
返
り
、
地
域
と
一
体

と
な
っ
て
子
育
て
支
援
に
取
り
組
む

大
学
の
役
割
を
果
た
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

最
近
、
卒
業
生
の
母
子
が
支
援
セ

ン
タ
ー
に
来
所
し
、
学
友
や
教
員
と

の
再
会
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、遊
び
の
提
供
、

子
育
て
相
談
、
親
子
の
触
れ
合
い
の

場
を
提
供
し
ま
す
が
、
卒
業
さ
れ
た

皆
様
の
カ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ム
と
な
り
ま

す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

 
多
様
性
の
中
で
育
ま
れ
る「
愛
と
奉
仕
」の
心

学
長　

永
山　

ル
ツ
子
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２
０
０
３
年
の
観
光
立
国
宣
言
を

発
端
に
、「
住
ん
で
よ
し
・
訪
れ
て
よ
し

の
国
づ
く
り
」と
い
う
政
策
目
標
が
掲

げ
ら
れ
た
。20
数
年
を
経
た
現
在
、「
訪

れ
て
よ
し
の
国
」の
実
現
に
つ
い
て
は

各
界
で
一
定
の
評
価
を
得
て
い
る
も
の

の
、「
住
ん
で
よ
し
の
国
づ
く
り
」に
つ

い
て
は
、い
ま
だ
慎
重
な
見
方
を
す
る

人
々
も
少
な
く
な
い
。

言
い
換
え
れ
ば
、観
光
振
興
と
地
域

社
会
の
暮
ら
し
の
あ
い
だ
で
、ど
の
よ

う
に
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
の
か
と
い
う
課

題
が
、依
然
と
し
て
私
た
ち
の
前
に
横

た
わ
っ
て
い
る
。も
し
、二
者
択
一
で
答

え
が
出
せ
る
も
の
で
あ
れ
ば
話
は
簡

単
だ
が
、人
口
減
少
と
高
度
観
光
化
社

会
に
向
き
合
う
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
お

い
て
は
、そ
れ
が
「
暮
ら
し
の
な
か
の

宿
題
」と
し
て
、私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に

問
わ
れ
て
い
る
。

次
々
と
目
新
し
い
も
の
が
登
場
す

る
現
代
に
あ
っ
て
、そ
う
し
た
移
り
変

わ
り
の
な
か
で
、観
光
の
学
び
を
通
し

て
「
人
々
が
何
を
大
切
に
し
て
い
る

か
」を
見
極
め
る
こ
と
こ
そ
が
、今
あ

ら
た
め
て
求
め
ら
れ
て
い
る
と
実
感

す
る
。旅
人
の
眼
差
し
に
立
っ
て
言
え

ば
、旅
先
で
出
会
う
地
域
の
日
常
、そ

こ
に
あ
る
喜
怒
哀
楽
を
見
つ
め
て
学

ぶ

―
そ
の
営
為
こ
そ
が
観
光
な
の

で
あ
る
。

ま
ず
は
自
ら
の
暮
ら
す
街
を
観
光

す
る
こ
と
か
ら
、「
住
ん
で
よ
し
の
国
づ

く
り
」は
始
ま
っ
て
い
く
は
ず
だ
。

２
０
２
４
年
の
秋
、静
岡
英
和
学
院
大

学
人
間
社
会
学
科
・観
光
地
域
デ
ザ
イ

ン
メ
ジ
ャ
ー
で
学
ぶ
学
生
た
ち
と
と

も
に
取
り
組
ん
だ
食
の
イ
ベ
ン
ト
「
有

度
山
美
食
探
訪
」は
、そ
の
一
例
で
あ

る
。本
学
の
所
在
地
で
あ
る
有
度
山
に

息
づ
く
「
人
・
物
・
事
」を
紡
ぎ
だ
す

本
事
業
は
、学
生
た
ち
が
苦
労
を
い
と

わ
ず
自
ら
の
足
で
地
域
を
歩
き
、人
々

と
関
わ
り
な
が
ら
、自
分
た
ち
自
身
の

た
め
に
織
り
成
し
た
〝
感
幸
物
語
〟で

あ
る
。詳
細
に
つ
い
て
は
、公
式
Ｈ
Ｐ

「
有
度
山
美
食
探
訪
」に
譲
り
た
い
。

静
岡
の
大
人
た
ち
も
こ
う
し
た
次

世
代
の
育
成
に
対
し
、深
い
理
解
と
惜

し
み
な
い
支
援
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
。静
岡
市
観
光
交
流
文
化
局
・

観
光
政
策
課
を
は
じ
め
、清
水
中
央

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、久
能
山
東
照

宮
、日
蓮
宗
青
龍
山
本
覚
寺
、日
本
平

夢
テ
ラ
ス
、フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ピ
ッ
ツ
エ

リ
ア
Ｄ
Ｏ
Ｎ 

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
、日
本
平
紅
茶

店
、海
ぼ
う
ず
、Ｊ
Ａ
静
岡
市
長
田
支

店
、長
田
唐
芋
農
家
、Ｆ
Ｍ
し
み
ず
、静

岡
Ｆ
Ｍ
‐
Ｈ
ｉ
な
ど
、多
方
面
か
ら
多

大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、学
生
一
人
ひ

と
り
が
自
ら
の
成
長
を
実
感
で
き
る

〝
協
育
の
場
〟を
創
出
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
あ
る
。

食
と
健
康
の
未
来
を
創
造
し「
生
き
る
力
」を
育
む

食
物
栄
養
学
科　

准
教
授　

小
川　

も
も
こ

食
物
栄
養
学
科
は
未
来
を
担
う
栄

養
士
を
養
成
す
る
学
科
で
す
が
、
資

格
取
得
に
留
ま
ら
ず
「
生
き
る
力
」
に

直
結
す
る
科
学
的
な
思
考
力
や
調
理

技
術
、そ
し
て
、豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
授
業
を
数
多
く

展
開
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

学
生
の
中
に
は
、
一
度
社
会
経
験
を

積
ん
だ
後
「
も
っ
と
自
分
の
可
能
性

や
知
識
を
広
げ
た
い
」
と
意
欲
的
に

学
び
直
し
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。

学
び
の
一
部
を
ご
紹
介
す
る
と
、

１
年
生
の
う
ち
に
は
栄
養
士
の
基
礎

と
な
る
科
学
や
調
理
を
学
習
し
、
２

年
生
で
は
本
学
科
の
名
物
で
あ
る

「
１
０
０
食
実
習
（
給

食
管
理
実
習
Ⅰ
）」、

７
月
に
は
病
院
や
福

祉
施
設
な
ど
で
の

「
学
外
実
習
」
を
通
じ

て
現
場
で
の
貴
重
な

経
験
を
積
み
ま
す
。

ま
た
、
地
域
企
業

と
の
連
携
も
活
発
で
、

メ
ニ
ュ
ー
企
画
や
商

品
開
発
に
も
学
生
は

積
極
的
に
参
加
し
て

お
り
、
実
践
を
通
し

て
机
上
の
知
識
を
社

会
で
役
立
つ
力
へ
と

昇
華
さ
せ
て
い
ま
す
。

本
年
度
か
ら
は
「
カ
フ
ェ
ス
イ
ー
ツ

コ
ー
ス
」、「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ウ
ェ
ル
ネ

ス
コ
ー
ス
」
と
い
う
新
た
な
コ
ー
ス
も

開
講
し
ま
す
。
栄
養
士
養
成
の
授
業
で

は
行
わ
な
い
製
菓
や
カ
フ
ェ
の
授
業

や
、
健
康
的
な
美
し
さ
に
つ
い
て
専
門

家
を
招
い
て
の
学
習
を
行
う
こ
と
で
、

食
や
健
康
の
専
門
性
を
さ
ら
に
深
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

食
を
通
し
て
自
分
や
家
族
の
健
康

を
守
り
た
い
、
健
康
的
な
社
会
づ
く

り
に
貢
献
し
た
い
、
新
た
な
食
の
可

能
性
を
追
求
し
た
い
…
そ
ん
な
皆
さ

ん
を
本
学
科
は
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

有
度
山
美
食
探
訪

人
間
社
会
学
科　

教
授　

郭　
　

育
仁

大学・短大部



　入試課・広報課では、公式ＳＮＳ（Instagram等）を活用し本学の魅力を広くアピールする
ために、様々な話題や情報、トピックについて取材する「学生記者」を５月に募集しました。
　昨今は、Instagram 等のＳＮＳによって情報を得ることが日常化しており、静岡英和の「今」
を広く伝えるためには、実際にキャンパスで日々学業に励んでいる学生の視点が重要となり
ます。「静岡英和が好き！」「英和をもっと盛り上げたい！」「英和の隠れた魅力を知っている」
という学生や、「将来は広報や広告についての仕事をしたい」「人と関わる力を身につけたい」

「在学中に何かをやり遂げたと言えることを作りたい」という学生を求めたところ、大学・
短期大学部合わせて６名の学生から名乗りが上がり、学生記者として活躍していただくこと
となりました。
　まだまだ立ち上げたばかりの企画ですが、６月１５日に開催した
オープンキャンパスには２名の学生記者が早速取材を行い、公式
Instagramに写真や記事が徐々にアップされているところです。
　今後も静岡英和の「今」を発信してまいりますので、右記の
二次元コードから本学公式Instagramを是非フォローいただ
きますよう宜しくお願いいたします！

 

SNS

学生記者が
静岡英和の
「今」を発信
していきます！

フォロー、「いいね！」をお願いします。
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毎
週
木
曜
日
、
午
後
３
時
か
ら
５

時
ま
で
短
大
生
と
大
学
生
を
対
象
に
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、

自
由
に
英
語
を
話
し
た
い
人
の
た
め

の
英
会
話
タ
イ
ム
「Thursday Talk 

Tim
e

」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
場
所
は
、

Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
ラ
ウ
ン
ジ（
Ｎ
５
０
５
）で
、

ド
リ
ン
ク
や
お
菓
子
を
楽
し
み
な
が

ら
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
流
れ
る
中
で
ゆ
っ
た
り

と
し
た
雰
囲
気
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

授
業
で
は
な
い
の
で
先
生
が
指
導

せ
ず
、
学
生
は
自
由
に
話
し
た
い
ト

ピ
ッ
ク
を
考
え
て
来
ま
す
。
そ
の
た

め
話
の
内
容
が
次
々
と
変
わ
っ
て
い

き
ま
す
。
会
話
が
途
切
れ
て
話
題
が

思
い
つ
か
な
く
な
っ
た
場
合
は
、「
会

話
カ
ー
ド
」
が
入
っ
た
箱
か
ら
カ
ー

ド
を
引
い
て
、
書
か
れ
て
い
る
質
問

な
ど
に
答
え
な
が
ら
再
び
会
話
を
始

め
ま
す
。
４
時
限
目
と
５
時
限
目
に

開
催
さ
れ
て
い
て
、
参
加
時
間
は
自

由
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
学
生
は
50
分

く
ら
い
参
加
し
て
い
ま
す
。 

　

Ｔ
Ｔ
Ｔ
は
補
習
の
た
め
の
英
語
ク

ラ
ス
で
は
な
い
の
で
、
学
生
の
文
法

や
語
彙
の
知
識
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
指
導
は
あ
り
ま
せ
ん
。
流
暢
さ
を

維
持
ま
た
は
向
上
さ
せ
た
い
人
の
た

め
で
す
。
通
常
、
学
生
は
既
に
こ
れ

ら
の
知
識
を
十
分
に
習
得
し
て
お
り
、

よ
り
自
然
な
状
況
で
そ
の
知
識
を
活

用
す
る
機
会
を
増
や
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
短
大
生
と
大
学
生
、
１

年
生
か
ら
４
年
生
、日
本
人
、外
国
人
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
時
に

は
、
教
員
や
ス
タ
ッ
フ
が
加
わ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
す
る
予
定
の
学
生
が
出
発
前
の

準
備
と
し
て
、
ま
た
は
帰
国
し
た
学

生
が
習
得
し
た
英
語
力
を
維
持
す
る

た
め
に
、Ｔ
Ｔ
Ｔ
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

英
和
学
院
大
学
・
英
和
学
院
大
学

短
期
大
学
部
で
は
、
多
く
の
英
語
科

目
を
履
修
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
科

目
は
主
に
英
語
の
ス
キ
ル
の
向
上
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
学
生
は
英
語
の

そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
（
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
、

リ
ス
ニ
ン
グ
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
、
語
彙
、
発
音
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
な
ど
）
を

伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
授
業
で

は
、
目
標
や
教
科
書
の
内
容
な
ど
に

よ
っ
て
活
動
が
制
限
さ
れ
る
か
、
あ

る
い
は
制
御
さ
れ
て
し
ま
う
の
が
現

状
で
す
。
そ
の
よ
う
な
環
境
で
基
礎

を
学
ぶ
こ
と
は
、
言
語
能
力
の
向
上
、

ひ
い
て
は
流
暢
さ
を
身
に
つ
け
る
た

め
の
重
要
な
段
階
の
一
つ
で
す
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
唯
一
の
目

的
と
す
る
、
自
由
で
制
限
の
な
い
環

境
に
触
れ
る
こ
と
も
同
様
に
重
要
で

す
。
こ
の
よ
う
な
機
会
で
は
、
学
生

が
通
常
の
授
業
で
学
ん
だ
言
語
を
実

際
に
習
得
し
て
、
自
分
自
身
の
言
語

力
に
す
る
可
能
性
を
高
め
ま
す
。 

　

私
自
身
も
Ｔ
Ｔ
Ｔ
の
時
間
で
、
英

語
を
使
っ
て
学
生
と
本
当
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
こ
と
に
大

き
な
満
足
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。
授

業
で
指
導
し
て
い
る
時
よ
り
も
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
冗
談
を
言
い
合
い
、

あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で
い
ら
れ
ま
す
。

学
生
が
様
々
な
話
題
で
会
話
し
て
い

る
の
を
聞
く
の
が
楽
し
く
、
参
加
す

る
中
で
互
い
に
学
び
合
う
姿
を
見
る

の
も
大
き
な
喜
び
で
す
。 

こ
の
機
会

の
も
う
一
つ
の
重
要
な
側
面
は
、

「
ワ
ー
ル
ド
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」
と
い

う
考
え
方
で
す
。
世
界
に
は
多
く
の

英
語
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま

す
。
参
加
者
は
、
日
本
、
ベ
ト
ナ
ム
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

中
国
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

イ
ギ
リ
ス
な
ど
、
様
々
な
国
の
人
々

の
英
語
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
色
々
な
発
音
に
耳
を
慣
ら

し
、
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を
相
手

に
伝
え
よ
う
と
す
る
と
い
う
課
題
を

伴
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｔ
Ｔ
Ｔ

は
学
生
の
将
来
の
実
社
会
で
の
ニ
ー

ズ
を
満
た
す
出
発
点
で
も
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
は
英
語
が
標
準
語

で
あ
る
国
の
人
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
機
会
よ
り
も
、

ア
ジ
ア
の
中
で
英
語
を
共
通
語
と
し

て
使
う
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
す
。

Ｔ
Ｔ
Ｔ
で
気
軽
に
英
会
話

現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科　

准
教
授　

リ
チ
ャ
ー
ド 

Ｍ
．

 

ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド

大学・短大部
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進
化
を
続
け
る

楓
祭

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
し
て
、
夕
食
後
に
は
「
キ
ャ
ン
ド

ル
サ
ー
ビ
ス
」
と
「
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
体
験
は
人
生
初
め
て
の
経
験
で

あ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
今
後
の
人

生
に
と
っ
て
と
て
も
貴
重
な
思
い
出

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

２
日
目
は
朝
６
時
に
全
員
で
「
ラ

ジ
オ
体
操
」
を
行
い
、
朝
食
後
「
閉

会
礼
拝
」
行
う
こ
と
で
清
泉
寮
で
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
了
し
、
そ
の
後
は

「
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
」
に
移
動
し
て

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

終
了
後
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
れ
ば
、「
大
変
楽
し
か
っ
た
」
な
ど

喜
び
を
持
っ
た
答
え
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。「
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ

ス
」や「
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
」は
、

特
に
思
い
出
に
残
っ
た
行
事
と
し
て

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
年
も
新
入
生
の

た
め
に「
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
リ
ト
リ
ー

ト
」
が
行
え
た
こ
と
を
神
様
に
大
変

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
様
方
に
い
つ
も
静
岡

英
和
学
院
大
学
を
ご
支
援
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
を
感
謝
し
つ
つ
、

主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
従
っ
て
よ

い
教
育
を
行
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
た
い
し
だ
い
で
あ
り

ま
す
。

で
は
、
イ
ラ
ス
ト
サ
ー
ク
ル
が
ポ
ス

タ
ー
や
チ
ラ
シ
の
デ
ザ
イ
ン
を
作
成

し
、
静
鉄
電
車
と
静
鉄
バ
ス
に
楓
祭

直
前
の
約
２
週
間
、
車
内
広
告
を
掲

載
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
静
岡
市
内
の
学
校
関
係

（
大
学
・
高
等
学
校
・
専
門
学
校
）
で

は
初
と
な
る
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
を
学
園

祭
に
導
入
し
ま
し
た
。
希
望
団
体
の

み
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
お
釣
り
が

少
な
く
て
済
み
、
お
金

を
触
ら
な
い
た
め
衛
生

的
な
店
舗
運
営
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
収
入

管
理
も
容
易
に
な
り
、

今
後
も
有
効
的
に
使
っ

て
い
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

本
年
は
11
月
15
日

（
土
）、
16
（
日
）
に
節

目
と
な
る
60
回
目
の
楓

祭
を
開
催
予
定
で
す
。

60
周
年
記
念
の
楓
祭
と

し
て
企
画
を
練
っ
て
い

る
最
中
で
す
。
多
く
の

方
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

大学・短大部

　

静
岡
英
和
学
院
大
学
は
、
基
本
理

念
と
し
て
い
る
「
愛
と
奉
仕
の
実
践
」

を
実
行
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

キ
リ
ス
ト
教
と
聖
書
を
学
び
、
そ
の

歴
史
性
と
高
い
倫
理
観
、
豊
富
な
思

想
と
想
像
力
を
通
し
て
、
地
域
社
会

に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
人
間
形
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
の
授
業
と
礼

拝
は
、
本
校
の
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の

基
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

れ
と
同
等
な
位
置
づ
け
に
あ
る
の
が

「
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
リ
ト
リ
ー
ト
」
で

す
。
新
入
生
が
本
校
で
学
び
を
始
め

る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
「
ス
チ
ュ
ー
デ

ン
ト
リ
ト
リ
ー
ト
」
は
大
変
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
れ
は
基
本
理
念
で
あ
る
「
愛
と
奉

仕
の
実
践
」
を
体
験
で
き
る
機
会
だ

か
ら
で
す
。
初
め
て
会
う
人
た
ち
と

共
に
話
し
合
い
、
共
に
食
事
を
し
、

共
に
同
じ
屋
根
の
下
で
一
晩
過
す
こ

と
で
、
今
ま
で
の
人
生
で
は
体
験
す

る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
人
と
助
け

合
い
、
思
い
や
り
を
も
っ
て
行
動
す

る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
本
校

は
こ
の
「
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
リ
ト
リ
ー

ト
」
を
大
切
に
し
て
い
る
の
で
す
。

　

本
年
は
、
４
月
19
日
（
土
）・
20
日

（
日
）
に
山
梨
県
北
杜
市
高
根
町
清
里

に
あ
る
清
泉
寮
に
お
い
て
人
間
社
会

学
部
・
短
期
大
学
部
合
同
で
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
昼
食
の
後
「
開
会
礼
拝
」

を
行
い
、
そ
の
後
「
分
か
ち
合
い
の

時
間
」
で
各
学
科
の
先
生
方
と
上
級

生
か
ら
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、「
グ
ル
ー
プ
別
行
動
」
に

お
い
て
新
入
生
同
士
が
初
め
て
話
す

人
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
変
有
意
義
な

　

 

昨
年
11
月
16
日（
土
）・
17（
日
）

に
第
59
回
楓
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
２
日
間
合
わ
せ
て

約
１
，５
０
０
名
の
方
に
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。
メ
イ
ン
企
画
は
１
日
目

に
声
優
の
柿
原
徹
也
さ
ん
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
、
２
日
目
に
一
昨
年
も
大
好
評

で
あ
っ
た
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
を
行
い

ま
し
た
。
柿
原
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

で
は
楓
祭
初
の
有
料
開
催
と
し
ま
し
た

が
、
北
は
北
海
道
、
南
は
九
州
の
長
崎

な
ど
全
国
か
ら
楓
祭
に
ご
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
で
は

マ
グ
ロ
の
大
き
さ
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

し
、
お
客
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
な

が
ら
、
美
味
し
い
国
産
の
本

マ
グ
ロ
を
食
べ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

新
た
な
試
み
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
広
報

ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
リ
ト
リ
ー
ト
を
感
謝
し
て

宗
教
主
任　

佐
々
木　

謙
一

約30店舗の
飲⾷・体験
模擬店！

学⽣による
ステージ
パフォーマ
ンス！

16⽇

新館5階
楓ホール

17⽇

昨年度⼤好評のマグロ解体ショーを今年も開催！運が良ければ⼤トロを⾷べられるかも…？

新館地下
1階⾷堂�

声優�柿原徹也さんトークショー� 楓祭初！3D⽴体⾳
響使⽤の本格お化け
屋敷は両⽇開催☆

チケット情報
こちらから

11/16（⼟）
10:00∼16:30
11/17（⽇）
9:00∼15:00

11/16（⼟）
10:00∼16:30
11/17（⽇）
9:00∼15:00

開催時間
【12:00∼14:00】

数多くの⼈気作品に出演する⼤⼈気声優�柿原徹也さんによるトークショー！

静岡英和学院⼤学
同短期⼤学部

静岡英和学院⼤学
同短期⼤学部

開場【14:00】
開演【15:00】

マグロ解体ショー
公式SNSにて情報更新中!公式Instagram�@eiwa_kaedesai公式X（旧Twitter）�@eiwa_kaedesai公式LINE静岡英和学院⼤学�楓祭実⾏委員会�

しずてつジャストラインバス静岡⽇本平線「英和⼤学前」下⾞すぐ・静岡駅北⼝11番のりばより約20分・東静岡駅南⼝2番のりばより約10分学内には駐⾞場がございませんので、公共の交通機関をご利⽤く
ださい。
〒422-8545�静岡市駿河区池⽥1769�TEL�054-264-8873

東静岡駅南⼝から無料シャトルバスがあります！



11 維持協力会

静岡英和学院維持協力会《静岡英和フェローシップ》

　

維
持
協
力
会
は
、
学
院
が
そ
の
教

育
方
針
と
教
育
目
的
に
基
づ
き
教
育

を
行
い
将
来
に
向
か
っ
て
発
展
を
続

け
る
た
め
に
必
要
な
経
営
基
盤
の
確

定
に
寄
与
す
る
こ
と
、
ま
た
教
育
環

境
の
整
備
の
向
上
を
援
助
す
る
目
的

と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

　

同
窓
生
や
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協

力
を
得
な
が
ら
、
学
院
を
盛
り
上
げ

て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

賛
助
会
費
納
入
者
御
芳
名（

敬
称
略
／
順
不
同
）

２
０
２
４
年
４
月
１
日
～
２
０
２
５
年
３
月
31
日

●
法
人
会
員

㈱
セ
ノ

㈱
ア
イ
コ
ー
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

御
庭
番
も
ち
づ
き　

㈱
門
田
電
話
工
業
所

㈱
ト
ノ
イ
ケ

●
個
人
会
員

伊
藤
美
香
・
通
宏
、
上
栁
靖

森
田
拓
子
、
ホ
ー
ヌ
マ
ル
ク
紀
子

大
塚
由
季

匿
名
希
望　

９
名

　学院の更なる発展、教育環境の整備、拡充を図るため、より多くの方々が賛助会員として参加され、一層のご支援 ･ご助力を
賜りますようお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    静岡英和学院維持協力会　会長　望月　大輔

静岡英和フェローシップ　―英和を支える仲間《賛助会員》を募ります―

〒 422-8545　静岡市駿河区池田 1769 番地　静岡英和学院法人事務局内　TEL.054-261-9201　Fax054-263-4763　Email　h-keiri@shizuoka-eiwa.ac.jp

●賛助会員資格
　本会の趣旨にご賛同くださる方は、どなたでも会員に
なれます。　
●賛助会員費（年間／１口）
　個　人：    ５，０００円
　法　人：１０，０００円
 （複数口お願いできれば幸いです）

●入会時期
　いつでもご入会をお受けしております。
●賛助会費納入口座
　郵便局：名古屋００８１０ー５－３５２５６
　加入者名：静岡英和フェローシップ
　※ご助力いただける方は同封の振込用紙 ( 振込手数料本
　　会負担・郵便局用 ) をご利用ください。

静
岡
英
和
学
院
維
持
協
力
会
　
会
長
　

望
月　

大
輔

御 

挨 

拶

　
２
０
２
５
年
８
月
25
日
午
後
１
時
30

分
か
ら
、
２
０
２
５
年
度
維
持
協
力
会

常
任
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
左
記
の
議
案
に
つ
い
て

ご
審
議
を
い
た
だ
き
、
全
員
の
賛
成
に

よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
第
２

号
議
案
で
は
、
２
０
２
５
年
度
会
長
に

望
月
大
輔
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案　
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　
会
長
の
選
任
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　
２
０
２
４
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　
２
０
２
５
年
度
事
業
計

画
並
び
に
収
支
予
算
に
つ
い
て

２
０
２
４
年
度 

事
業
報
告

●
事
業
活
動
関
係

　

事
業
費

　

大
学
・
短
大

　
　

図
書
館
の
図
書
購
入
費
用

２
０
０
，
０
０
０
円

　
　

新
館
の
複
合
機
導
入
費
用

５
０
３
，
４
７
０
円

　

中
学
・
高
校

　
　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
補
助

４
０
，
５
１
２
円

　
　

体
育
館
暗
幕９

５
７
，
０
０
０
円

常
任
理
事
会
報
告

静岡英和学院維持協力会役員名簿

2025 年 8 月 26 日現在

役職名 氏 名 選出根拠（規則第６条）

会　　長 望 月 大 輔 中高ＰＴＡ会長

副　会　長 河 岸 照 美 大学後援会長

〃 岡本美由紀 大学 ･ 短大部同窓会長

〃 森 田 拓 子 中高同窓会長

常任理事 川 瀬 昌 之 大学後援会副会長

〃 永 田 　 央 中高ＰＴＡ副会長

〃 榎 戸 真 弓 大学 ･ 短大部同窓会副会長

〃 池ヶ谷知代 中高同窓会副会長

〃 永山ルツ子 大学 ･ 短大部 学長

〃 大 橋 邦 一 中高 校長

〃 松 澤 重 喜 事務局長

〃 石岡裕次郎 法人理事

〃 山田美代子 法人理事

会　　計 新 名 隆 大 大学後援会会計

〃 秋山ひろ子 中高ＰＴＡ会計

〃 境 　 大 輔 事務局財務課長

監　　事 鈴 木 敬 子 大学後援会監事

〃 井 出 純 子 中高ＰＴＡ監事

顧　　問 石 井 博 文 法人理事長
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中

高

同

窓

会

中

高

同

窓

会

◆
ご
挨
拶

　
同
窓
会
長
　
森
田
　
拓ひ

ろ

子こ

１
９
８
１
（
昭
和
56
）
年
卒

　

同
窓
生
の
皆
様
、

お
か
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
か
。
私
達
は

今
、
各
国
の
国
際

情
勢
や
気
候
変
動
、
お
米
問
題
や
物
価

高
と
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
が
絡
み
合
う
、

過
去
の
常
識
が
通
用
し
な
い
複
雑
な
時

代
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
社
会
の
中
、
英
和
生
と
し

て
心
の
教
育
を
受
け
、
優
し
さ
の
土
台

づ
く
り
を
し
た
私
達
は
、
人
間
の
幸
せ

は
、
本
来
の
自
分
自
身
を
生
き
る
こ
と

だ
と
知
っ
て
ま
す
。
今
の
自
分
に
自
信

を
持
っ
て
胸
を
張
り
、
日
々
新
し
い
一

歩
を
踏
み
出
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

◆
特
別
寄
稿

　

昨
年
度
末
を
も
っ
て
、
鈴
木
秀
直
教

頭
先
生
が
定
年
退
職
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。
鈴
木
先
生
に
は
、
長
年
に
亘
り
同

窓
会
活
動
に
ご
尽
力
を
賜
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
奥
様
も
お
嬢
様
も
同
窓
生

と
い
う
環
境
に
加
え
、
お
優
し
い
お
人

柄
、
思
慮
深
い
お
言
葉
の
数
々
に
い
つ

も
同
窓
会
は
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
学
校
に
居
る
頼
り
に
な
る
同
志
」

と
し
て
か
け
が
え
の
な
い
存
在
の
鈴
木

先
生
に
、
今
回
改
め
て
同
窓
会
に
向
け

て
寄
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

　

女
子
で
も
な
け

れ
ば
卒
業
生
で
も

な
い
自
分
に
、
栄

え
あ
る
静
岡
英
和

女
学
院
同
窓
会
の

「
準
会
員
」
と
い
う
名
誉
な
地
位
を
森

田
拓
子
会
長
か
ら
拝
命
し
、
身
が
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。
創
立
一
四
〇
年
に

な
ろ
う
と
す
る
学
院
の
同
窓
会
が
歩
ん

で
き
た
長
い
歴
史
の
中
で
、
男
子
で
委

員
と
し
て
関
わ
る
事
が
許
さ
れ
た
の

は
、
た
ぶ
ん
自
分
が
唯
一
初
め
て
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
ま
で
は
、
教
頭
と
し
て
折
あ
る

ご
と
に
、
同
窓
会
と
関
わ
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
セ
ー
ラ
ー
服
百
年
の
節

目
に
は
、
学
院
の
維
持
協
力
会
や
法
人

の
力
も
拝
借
し
な
が
ら
共
に
記
念
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
運
営
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
同
窓
会
は
学
校
経
営
に
と
っ
て

一
番
の
協
力
者
で
あ
り
、
細
か
な
配
慮

や
気
遣
い
や
援
助
を
常
に
い
た
だ
い
て

き
ま
し
た
。
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
な
時
代

の
流
れ
の
中
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
や
生
成
Ａ

Ｉ
．の
発
達
と
共
に
、
日
本
の
教
育
の

流
れ
や
ト
レ
ン
ド
も
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
が
、「
不
易
流
行
：
変
え
る
べ
き
も

の
と
変
え
て
は
は
い
け
な
い
も
の
」
を

常
に
強
く
意
識
し
て
き
た
の
が
学
校
経

営
者
な
ら
び
に
、
同
窓
会
の
皆
様
方

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。
一
方
で
、「
老
舗
の
伝
統
は
革

新
の
連
続
で
あ
る
」
と
の
考
え
を
受
け

入
れ
な
が
ら
時
代
の
流
れ
に
敏
感
に
反

応
し
、
柔
軟
性
を
持
っ
て
し
な
や
か
に

対
応
し
て
き
こ
ら
れ
た
の
も
同
窓
会
の

方
々
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
、
定
年
退
職
で
四
十
一
年
勤
務

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
静
岡
英
和
女
学
院

中
学
校
・
高
等
学
校
を
去
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
が
、
本
年
度
か
ら
は
教
育
顧

問
と
英
語
の
非
常
勤
講
師
と
い
う
立
場

で
微
力
な
が
ら
学
校
を
支
え
る
立
場
と

な
り
ま
し
た
。
不
易
流
行
に
関
係
な
く
、

生
徒
募
集
と
学
校
改
革
と
世
間
へ
の
広

報
活
動
は
待
っ
た
な
し
で
す
。
広
報
部

と
協
力
し
な
が
ら
学
校
の
募
集
広
報
の

お
手
伝
い
を
力
を
尽
く
し
て
行
っ
て
い

く
つ
も
り
で
す
。
中
部
地
区
は
も
ち
ろ

ん
東
部
地
区
か
ら
西
部
地
区
ま
で
本
校

の
良
さ
を
伝
え
生
徒
募
集
を
活
発
に
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

　

最
近
の
時
流
は
女
子
校
や
女
子
大
の

人
気
が
陰
を
潜
め
、
法
人
自
体
を
巻
き

込
ん
だ
厳
し
い
経
営
の
様
が
ニ
ュ
ー
ス

等
で
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
の

短
大
人
気
の
時
代
と
比
べ
る
と
隔
世
の

感
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
女
子
校
に

は
女
子
校
で
な
け
れ
ば
果
た
せ
な
い
教

育
の
魅
力
と
特
性
が
あ
り
ま
す
。
世
間

の
理
解
が
女
子
校
の
本
質
に
触
れ
れ

ば
、
世
間
に
数
多
く
存
在
し
て
い
る
共

学
校
で
は
決
し
て
真
似
で
き
な
い
質
の

高
い
教
育
と
女
子
生
徒
に
最
適
な
教
育

環
境
が
あ
る
こ
と
を
知
る
で
し
ょ
う
。

　

英
和
は
女
子
教
育
の
王
道
を
未
だ
堅

持
し
て
い
る
数
少
な
い
学
校
で
す
。
そ

の
魅
力
を
一
人
で
も
多
く
の
人
々
や
学

校
現
場
の
先
生
方
に
伝
え
て
参
り
ま
す
。

在
校
生
、
教
職
員
、
同
窓
会
や
英
和
サ

ポ
ー
タ
ー
ズ
、
後
援
会
な
ど
こ
の
学
校

に
関
わ
る
皆
様
が
力
と
思
い
を
合
わ
せ

て
、
英
和
教
育
の
充
実
と
発
展
に
一
層

貢
献
で
き
る
体
制
作
り
に
お
力
添
え
を

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

も
う
お
ひ
と
り
、
昭
和
五
八
年
卒
業

で
母
校
の
聖
書
科
長
で
あ
っ
た
武
井
裕

賀
里
先
生
も
昨
年
度
末
を
も
っ
て
退
職

さ
れ
ま
し
た
。
武
井
先
生
に
は
、
総
会

や
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
の
礼
拝
を

は
じ
め
、
同
窓
会
活
動
に
も
、
た
く
さ

ん
の
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
九
八
三
年
、

緑
の
学
年
だ
っ
た

英
和
女
学
院
を
巣

立
つ
時
、
母
校
に

戻
っ
て
聖
書
の
先

生
に
な
り
た
い
、
と
い
う
大
き
く
て
無

謀
な
夢
を
胸
に
抱
い
て
お
り
ま
し
た
。

静
岡
英
和
で
学
ん
だ
聖
書
の
教
え
を
伝

え
て
い
き
た
い
、
英
和
の
制
服
に
囲
ま

れ
て
過
ご
し
た
い
、「
そ
の
望
み
を
ち
ゃ

ん
と
叶
え
る
ん
だ
よ
」
―
多
く
の
先
生

た
ち
の
言
葉
に
「
は
い
、
必
ず
！
」
と

大
き
く
返
事
を
し
た
私
は
、
教
育
実
習

は
進
学
し
た
大
学
の
中
学
部
で
行
い
、

以
降
、
母
校
に
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
も
な
く
、
神
戸
の
学
校
に
就
職
し
、

神
戸
で
結
婚
、
生
活
…
と
英
和
と
関
わ

る
こ
と
も
な
く
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

聖
書
の
先
生
に
な
る
夢
を
叶
え
た
学
校

で
、
聖
書
の
御
言
葉
を
語
り
、
讃
美
歌

を
教
え
、
き
っ
と
こ
の
ま
ま
、
と
考
え
る

中
、
神
様
は
私
の
「
初
心
」
を
覚
え
て

い
て
く
だ
さ
り
、
私
を
母
校
静
岡
英
和

女
学
院
へ
と
導
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

九
年
間
、
時
代
の
流
れ
の
中
で
変
化

し
て
ゆ
く
母
校
を
自
分
の
目
で
見
つ
め

つ
つ
、
同
時
に
自
ら
の
手
で
母
校
を
大

き
く
変
え
て
ゆ
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
何
か
あ
る
た
び
に
仲
間
の

先
生
た
ち
や
英
和
生
た
ち
と
、
一
喜
一

憂
、
共
に
笑
い
、
共
に
涙
を
流
し
た
九

年
間
は
、
私
に
と
っ
て
本
当
に
思
い
出

深
い
、
ま
た
貴
重
な
期
間
で
す
。
や
り

残
し
た
こ
と
、
伝
え
き
れ
な
か
っ
た
こ

と
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
け
れ
ど
、

若
い
魂
が
出
会
っ
て
、
気
付
い
て
、
継

承
し
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
、
今
度

は
同
窓
生
と
し
て
、
心
か
ら
願
っ
て
い

ま
す
。
同
じ
制
服
を
（
着
こ
な
し
は
ず

い
ぶ
ん
変
化
し
た
け
れ
ど
）
着
た
仲
間

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
英
和
生
が
母
校

を
大
切
に
育
て
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
り

つ
つ
…
。　
　

◆
支
部
会
報
告

　

昨
年
度
は
、
東
京
支
部
、
九
州
・
山

口
支
部
で
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
静
岡
の
地
を
は
な
れ
て
も
、
母
校

に
想
い
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
援
助

く
だ
さ
い
ま
す
同
窓
生
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
当
日
の
集
ま
り
で
は
、

学
年
を
超
え
て
、
楽
し
か
っ
た
思
い
出

話
が
は
ず
み
ま
し
た
。
な
お
、
九
州
・

山
口
支
部
会
は
、
前
ア
メ
リ
カ
支
部
長

の
村
田
武
子
牧
師
（
昭
和
二
六
年
卒
・

カ
ナ
ダ
在
住
）
の
一
時
帰
国
に
合
わ
せ

て
開
催
さ
れ
、
人
生
の
先
輩
の
心
に
響

く
お
話
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

同窓会

九州・山口支部総会　令和 6年 11 月 9日 東京支部総会　令和 6年 6月 22 日
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大
学
・
短
期
大
学
部
同
窓
会

大
学
・
短
期
大
学
部
同
窓
会

同窓会

し
み
の
中
に
お
ら
れ
る
方
へ
、
謹
ん
で

お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
で
、
大
変
多
く
の
夢
を
見
さ
せ

て
も
ら
え
た
期
間
で
あ
っ
た
と
回
顧
し

ま
す
。

・
日
本
語
能
力
試
験
合
格
者
へ
の
支
援

（
留
学
生
）

・
図
書
館
へ
の
図
書
購
入
支
援
（
維
持

協
力
会
連
携
）

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
学
生
ス

タ
ッ
フ
と
の
共
同
活
動　

な
ど

　

未
来
あ
る
学
生
た
ち
の
為
に　

力
を

尽
く
し
て
き
た
こ
の
７
年
間
は
、
四
大

卒
の
私
に
し
か
で
き
な
い〝
架
け
橋
〟と

な
る
取
り
組
み
だ
っ
た
と
思
い
返
し
て

い
ま
す
。

　

本
学
の
学
院
聖
句
に
は
「
隣
人
を
自

分
の
よ
う
に
愛
し
な
さ
い
」
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。
１
世
紀
以
上
前
か
ら
こ
れ

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
自
分
自
身
を
大
切

に
し
、
そ
し
て
お
互
い
を
認
め
、
敬
い

合
っ
て
い
く
。
そ
の
精
神
を
持
っ
た
生

徒
／
学
生
／
卒
業
生
の
集
ま
る
静
岡

英
和
は
世
界
中
に
胸
を
張
れ
る
素
晴

ら
し
い
学
び
舎
で
す
。
静
岡
英
和
に
携

わ
る
全
員
が
喜
び
と
幸
せ
に
包
ま
れ

て
い
く
よ
う
な
同
窓
会
活
動
を
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の

思
い
を
ぜ
ひ
岡
本
美
由
紀
同
窓
会
長

へ
託
し
、
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
お
取
り
組
み
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

◆
ご
挨
拶

会
長
　
岡
本
　
美
由
紀

（
英
文
学
科
・
16
期
卒
）

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま

す
が
同
窓
生
の
み
な
さ
ま
は
、
い
か
が

お
過
ご
し
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

今
年
度
よ
り
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
岡
本
美
由
紀
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

同
窓
会
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
、
14

年
ほ
ど
が
経
ち
ま
し
た
。
今
ま
で
は
文

書
管
理
等
の
裏
方
を
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
表
に
出
る
機
会
も
多

く
戸
惑
っ
て
い
る
の
が
正
直
な
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
で
も
お
力
に
な
る

こ
と
が
あ
れ
ば
と
思
い
、
お
引
き
受
け

し
た
次
第
で
す
。
同
窓
生
の
み
な
さ
ま

の
母
校
を
慈
し
む
気
持
ち
に
繋
が
り
ま

す
よ
う
、
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

◆
同
窓
会
に
つ
い
て

　
「
静
岡
英
和
学
院
大
学
お
よ
び
静
岡

英
和
学
院
大
学
短
期
大
学
部
同
窓
会
」

は
、
静
岡
英
和
女
学
院
短
期
大
学
を

１
９
６
８
年
３
月
に
卒
業
し
た
原
崎
悦

子
氏
（
国
文
１
期
）
が
初
代
会
長
に
就

任
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て

鈴
木
直
子
会
長
（
国
文
４
期
）
が
組
織

化
し
、
１
９
７
５
年
に
会
報
第
１
号
を

発
行
、
10
月
に
第
３
回
総
会
を
開
催
し

て
お
ら
れ
ま
す
。
福
島
照
代
会
長
（
国

文
２
期
）
は
20
余
年
、
職
に
就
か
れ

１
９
９
９
年
11
月
に
規
約
を
制
定
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

馬
渕
み
ど
り
会
長
（
国
文
４
期
）
が

学
校
と
の
パ
イ
プ
を
太
く
し
、
対
外

的
に
も
活
動
を
活
発
化
さ
れ
た
よ
う
で

す
。
前
田
節
子
会
長
（
食
物
31
期
）
は

中
学
か
ら
大
学
ま
で
の
卒
業
生
名
簿
を

一
元
化
し
て
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
、
規
約
改
定
も
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
石
田
律
代
会
長
（
国
文
４
期
）

は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン

系
大
学
同
窓
会
の
在
り
方
、
方
向
性
を

示
し
導
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
安
田

成
希
会
長
（
地
域
福
祉
４
期
）
は
、
四

年
制
大
学
卒
の
初
の
会
長
と
し
て
学
生

と
の
関
係
を
構
築
く
だ
さ
り
、
留
学
生

の
支
援
に
も
力
を
注
ぎ
今
に
続
い
て
お

り
ま
す
。

　

歴
代
会
長
が
築
い
て
く
だ
さ
っ
た
も

の
、
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
25
年
度 

総
会
に
つ
い
て

　

今
年
度
は
、
静
岡
英
和
女
学
院
中
学

校
・
高
等
学
校
同
窓
会
と
合
同
で
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
中
高
礼
拝
堂
で
の
開

催
は
、
厳
か
で
良
か
っ
た
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
お
互
い
の
同
窓
会
を
知
る
、

良
い
機
会
で
あ
っ
た
と
も
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
、「
オ
ー
ル
英
和
」

で
の
取
り
組
み
が
必
要
に
な
っ
て
来
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
同
窓
生
の
み
な
さ

ま
の
ご
支
援
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

◆
こ
れ
か
ら
…

　

同
窓
生
の
み
な
さ
ま
、

学
生
と
し
て
在
籍
し
て
い

る
準
会
員
の
み
な
さ
ま
、

お
勤
め
さ
れ
て
い
る
教
職

員
の
方
々
、そ
し
て
中
学
・

高
校
同
窓
生
の
み
な
さ

ま
、
神
様
の
お
導
き
が
あ

り
静
岡
英
和
学
院
に
集
え

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
ご
縁
を
大
切
に
、

こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
と
し

て
歩
み
を
続
け
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

◆
退
任
の
ご
挨
拶

　
静
岡
英
和
学
院
大
学
お
よ
び

　
静
岡
英
和
学
院
大
学
短
期
大
学
部
同
窓
会

前
会
長
　
安
田
　
成
希

（
地
域
福
祉
学
科
４
期
卒
）

　

２
０
２
５
年
５
月
10
日
に
開
か
れ
た

同
窓
会
総
会
に
お
い
て
、
同
窓
会
長
を

退
任
い
た
し
ま
し
た
。
約
７
年
間
、
四

大
卒
業
生
と
し
て
初
め
て
同
窓
会
長
を

務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ

若
輩
者
の
私
に
は
力
の
及
ば
な
い
こ
と

ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

就
任
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て
世
界
中
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大

し
多
く
の
混
乱
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
静

岡
英
和
に
携
わ
る
皆
さ
ま
の
中
に
も
、

お
仕
事
や
ご
家
庭
で
の
取
り
組
み
で
、

お
辛
い
思
い
を
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
今
も
な
お
、
そ

の
後
遺
症
と
戦
っ
て
お
ら
れ
る
方
や
悲

図書館に寄贈したＤＶＤ

同窓会役員

発行していた会報
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人
間
社
会
学
科

講
師

久
保
　
博
雅

①
愛
媛
県
松
山
市	

②
声
楽
、合
唱
、楽
器
演
奏（
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
）、

聖
地
巡
礼

③UN
ISON SQUARE GARDEN

（
邦
ロ
ッ

ク
バ
ン
ド
）、
ア
ニ
メ
・
声
優
、
ポ
ケ
モ
ン
、

静
岡
の
海
鮮
（
沼
津
の
み
な
と
新
鮮
館
に

は
よ
く
行
き
ま
す
）、
猫
！

④
日
本
語
学
、
特
に
方
言
の
分
野
が
専
門
で

す
。
こ
れ
ま
で
も
愛
媛
県
を
フ
ィ
ー
ル
ド

に
研
究
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
私
自
身

も
松
山
市
方
言
ユ
ー
ザ
ー
で
、
授
業
で
も

地
元
の
言
葉
で
お
話
し
し
て
い
ま
す
。
私

は
「
自
分
が
学
生
時
代
に
教
員
に
受
け
た

恩
を
学
生
に
返
す
」
と
い
う
の
を
教
育
の

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
お
り
ま
す
。
大
学
生
・

大
学
院
生
時
代
に
教
員
に
し
て
も
ら
っ
て

嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
、
今
度
は
私
自
身
が

英
和
の
学
生
に
還
元
で
き
る
よ
う
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
。	

⑤
こ
れ
ま
で
松
山
、
広
島
、
徳
島
と
、
瀬
戸

内
海
周
辺
で
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
度
駿
河
湾
の
民
と
な
り
ま
し
た
。
静
岡

の
文
化
、
方
言
、
生
活
を
こ
れ
か
ら
少
し

ず
つ
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　		


コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
学
科 

特
例
教
員
教
授

永
倉

　
み
ゆ
き

①
静
岡
市	

②
ピ
ア
ノ
（
こ
こ
20
年
弾
い
て
い
ま
せ
ん
）、

ハ
イ
キ
ン
グ
（
こ
こ
し
ば
ら
く
行
っ
て
い
ま

せ
ん
）、着
付
け（
こ
の
４
月
に
始
め
ま
し
た
）

③
静
岡
茶
（
特
に
川
根
茶
が
好
き
で
す
）

④
人
に
恵
ま
れ
る	

⑤
新
し
い
場
で
ま
た
新
し
く
歩
む
こ
と
が
楽

し
い
毎
日
で
す
。
方
向
音
痴
な
の
で
構
内

で
う
ろ
う
ろ
迷
っ
て
い
ま
し
た
ら
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。	

	

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
学
科

講
師

呉
羽
　
か
お
る

①
長
野
県	

②
街
歩
き
で
す
。
魅
力
的
な
路
地
を
見
か
け

る
と
吸
い
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

◎
大
学
・
短
大
部

①
出
身
地
　
②
趣
味
　
③
好
き
な
も
の

④
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
　
⑤
一
行
メ
ッ
セ
ー
ジ

新
任
紹
介
欄

新
任
紹
介
欄

③
植
物
全
般
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
、
水
（
一

時
は
利
き
水
が
で
き
る
ほ
ど
は
ま
っ
て
い

ま
し
た
）、
コ
ジ
コ
ジ

④
社
会
福
祉
士
・
精
神
保
健
福
祉
士
・
主
任

相
談
支
援
専
門
員
と
し
て
、
福
祉
の
現
場

で
相
談
支
援
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

現
場
に
は
大
変
さ
も
あ
る
け
れ
ど
、
そ
れ

に
も
増
し
て
楽
し
さ
や
や
り
が
い
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
教
育
の
場
で

活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。	

⑤
東
京
の
喧
騒
か
ら
逃
れ
て
、
静
岡
で
生
活

で
き
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

人
も
気
候
も
穏
や
か
で
、
と
て
も
暮
ら
し

や
す
い
街
で
す
。
せ
っ
か
く
ご
縁
の
で
き

た
静
岡
の
た
め
に
、
地
域
貢
献
で
き
る
よ

う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

		


常
勤
講
師（
英
語
）

伊
藤
　
宏
美

①
静
岡
県
掛
川
市	

②
旅
行
、
観
劇
、
フ
ル
ー
ト
、
ヨ
ガ

③
甘
い
も
の
全
般
、
音
楽
、
猫
と
遊
ぶ
こ
と
、

サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー 

④
好
奇
心
旺
盛
で
、
興
味
を
持
っ
た
こ
と
に

は
と
こ
と
ん
の
め
り
込
み
ま
す
。
国
内
・

国
外
問
わ
ず
一
人
で
も
気
軽
に
旅
に
出
ま

す
。
今
一
番
行
っ
て
み
た
い
の
は
青
森
の

恐
山
で
す
。	

⑤
「
英
語
の
英
和
」
と
し
て
知
ら
れ
る
本
校

で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
大
変

嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
日
々
生
徒
の

み
な
さ
ん
と
接
す
る
な
か
で
、
そ
の
素
直

さ
と
実
直
さ
に
私
自
身
も
学
ぶ
こ
と
が
多

く
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
が
と
て
も
楽

し
み
で
す
。
英
語
を
「
知
識
」
と
し
て
学

ぶ
だ
け
で
な
く
、「
使
え
る
力
」
と
し
て
楽

し
く
身
に
つ
け
ら
れ
る
授
業
を
目
指
し
、

生
徒
と
一
緒
に
成
長
し
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

		


常
勤
講
師（
養
護
）

上
野
　
愛
英

①
山
梨
県
甲
府
市	

②
読
書
、
映
画
鑑
賞
、
動
植
物
園
や
博
物
館

や
美
術
館
へ
行
く
こ
と
、
散
歩

③
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
、い
ち
ご
、ハ
シ
ビ
ロ
コ
ウ 

④
心
身
と
も
に
非
常
に
健
康
で
あ
る
自
信
が

あ
り
ま
す
。
養
護
教
諭
と
し
て
、
生
徒
の

元
気
を
見
守
る
前
に
ま
ず
は
自
分
自
身
が

元
気
で
い
な
け
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
、
規

則
正
し
い
生
活
を
意
識
し
て
い
ま
す
。	

⑤
静
岡
県
は
、
幼
少
期
よ
り
一
番
身
近
に
感

じ
て
い
た
県
で
し
た
。
海
が
な
い
山
梨
県

か
ら
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
海
へ
の
憧
れ

が
強
く
あ
り
ま
す
。
先
日
引
率
し
た
校
外

研
修
の
帰
り
に
、
海
沿
い
を
通
っ
た
時
が

あ
り
ま
し
た
。
私
は
わ
ぁ
！ 

と
海
に
釘
付

け
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
ふ
と
周
囲
を
見

渡
す
と
生
徒
は
会
話
を
止
め
る
こ
と
な
く

海
に
目
を
向
け
る
こ
と
も
な
く
過
ご
し
て

い
ま
す
。
な
ん
て
羨
ま
し
い
日
常
な
の
だ

と
感
じ
た
瞬
間
で
し
た
。
魅
力
あ
る
地
で

ご
縁
を
い
た
だ
け
た
こ
と
に
感
謝
し
、
精

一
杯
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

事務局

　
　
法
人
役
員
人
事

理
事
の
選
任

　
　
（
2
0
2
5
年
４
月
１
日
付
）

学
校
の
教
職
員	

石
岡
裕
次
郎

評
議
員
の
選
任

　
　
（
2
0
2
４
年
７
月
１
日
付
）

後
援
会
・Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員	

藤
田　

和
敏

　
　
（
2
0
2
5
年
４
月
１
日
付
）

学
校
の
教
職
員	

 

大
橋　

千
波

　
　
学
院
人
事

◆
法
人
本
部

◎
退
任

　
　
（
2
0
2
5
年
3
月
31
日
付
）

院
長	

柴
田　
　

敏

◎
任
用

　
　
（
2
0
2
5
年
４
月
１
日
付
）

院
長	

永
山
ル
ツ
子

◆
大
学・
短
期
大
学
部

◎
退
職

　
　
（
2
0
2
5
年
3
月
31
日
付
）

教
授（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
）	

植
田　

智
也

准
教
授（
人
間
社
会
学
科
）	

大
槻　

知
世

◎
採
用

　
　
（
2
0
2
5
年
４
月
１
日
付
）

特
例
教
員
教
授（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
）	
永
倉
み
ゆ
き

講
師（
人
間
社
会
学
科
）	
久
保　

博
雅

講
師（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
）	

呉
羽
か
お
る

◎
昇
任

　
　
（
2
0
2
5
年
４
月
１
日
付
）

教
授（
現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）	

栗
山
恵
都
子

准
教
授（
人
間
社
会
）	

菅　
　

隆
彦

准
教
授（
現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）	

村
松　

純
光

准
教
授（
食
物
栄
養
）	

小
川
も
も
こ

◆
中
学
校・
高
等
学
校

◎
退
職

　
　
（
2
0
2
5
年
３
月
31
日
付
）

教
頭（
英
語
）	

鈴
木　

秀
直

教
諭（
英
語
）	

飯
田　

幸
代

教
諭（
宗
教
）	

武
井
裕
賀
里

　
　
（
2
0
2
5
年
４
月
30
日
付
）

教
諭（
音
楽
）	

三
浦　

正
貴

◎
採
用

　
　
（
2
0
2
5
年
４
月
１
日
付
）

教
諭（
英
語
）	

テ
イ
ラ
ー
エ
リ
ザ
ベ
ス
ジ
ー
ン

教
諭（
数
学
）	

近
藤　

史
生

教
諭（
理
科
）	

池
永　

芽
衣

教
諭（
保
健
体
育
）	

真
鍋　

朝
香

教
諭（
数
学
）	

伊
藤　

優
弥

常
勤
講
師（
英
語
）	

伊
藤　

宏
美

常
勤
講
師（
養
護
）	

上
野　

愛
英

◆
事
務
局

◎
退
職

　
　
（
2
0
2
４
年
９
月
30
日
付
）

学
務
部
入
試
課
主
事
補	

亀
田　

綾
菜

　
　
（
2
0
2
5
年
８
月
31
日
付
）

学
務
部
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
主
事	

脇
田　

夏
希

◎
昇
任

　
　
（
2
0
2
5
年
４
月
１
日
付
）

事
務
部
財
務
課
課
長	

境　
　

大
輔

学
務
部
入
試
課
課
長
代
理	

小
林　

一
広

事
務
部
総
務
課
係
長	

杉
田　

愛
子

学
務
部
学
生
課
主
任	

荒
川　

大
佑

学
務
部
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
主
事	

脇
田　

夏
希

◎
異
動

　
　
（
2
0
2
5
年
４
月
１
日
付
）

学
務
部
入
試
課
課
長	

後
藤
真
理
子

学
務
部
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
課
長	

松
本　

恭
子

学
務
部
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
主
任	

松
浦　

晃
司

事
務
部
財
務
課
主
任	

小
田　

和
史

学
務
部
学
部
事
務
室
主
事	

手
塚　

文
也

　
　
理
事
会
・
評
議
員
会

■
２
０
２
４
年
９
月
９
日

▼
臨
時
理
事
会

・
静
岡
英
和
学
院
院
長
の
選
考
に
つ
い
て

・
静
岡
英
和
女
学
院
高
等
学
校
中
学
校

校
長
の
選
考
に
つ
い
て

・
静
岡
英
和
学
院
大
学
及
び
静
岡
英
和
学
院
大
学

短
期
大
学
部
副
学
長
の
選
任
に
つ
い
て

・
静
岡
英
和
学
院
経
理
規
程
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

・
静
岡
英
和
女
学
院
高
等
学
校
学
則
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

◎
中
学
校
・
高
等
学
校

・
静
岡
英
和
女
学
院
中
学
校
学
則
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

・
静
岡
英
和
女
学
院
高
等
学
校
中
学
校

奨
励
補
助
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■
２
０
２
４
年
10
月
28
日

▼
臨
時
理
事
会

・
静
岡
英
和
学
院
院
長
の
選
任
に
つ
い
て

・
静
岡
英
和
女
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校 

校
長
の
選
任
に
つ
い
て

■
２
０
２
５
年
３
月
３
日

▼
臨
時
理
事
会
・
評
議
員
会

・
学
校
法
人
静
岡
英
和
学
院
寄
附
行
為

施
行
細
則
の
全
部
改
正
に
つ
い
て

・
学
校
法
人
静
岡
英
和
学
院
評
議
員
会

運
営
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

・
学
校
法
人
静
岡
英
和
学
院
役
員
の
報

酬
等
の
支
給
の
基
準
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

・
学
校
法
人
静
岡
英
和
学
院
理
事
会
運

営
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

・
学
校
法
人
静
岡
英
和
学
院
常
任
理
事

会
運
営
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

・
学
校
法
人
静
岡
英
和
学
院
内
部
統
制
シ
ス

テ
ム
整
備
の
基
本
方
針
の
制
定
に
つ
い
て

・
静
岡
英
和
学
院
リ
ス
ク
管
理
基
本
規

程
の
制
定
に
つ
い
て

・
静
岡
英
和
学
院
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

推
進
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

・
静
岡
英
和
学
院
の
理
事
等
の
職
務
執

行
に
関
す
る
文
書
の
作
成
等
に
関

す
る
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

・
静
岡
英
和
学
院
事
務
組
織
及
び
事
務

分
掌
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
静
岡
英
和
学
院
院
長
選
考
規
程
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

・
静
岡
英
和
女
学
院
高
等
学
校
中
学
校

校
長
選
考
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
役
員
賠
償
責
任
保
険
等
の
更
新
に
つ
い
て

・
静
岡
英
和
学
院
大
学
短
期
大
学
部
学

則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
静
岡
英
和
女
学
院
高
等
学
校
中
学
校

給
与
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■
２
０
２
５
年
３
月
24
日

▼
定
例
理
事
会
・
評
議
員
会

・
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
度
第
２
回

補
正
予
算
に
つ
い
て

・
学
校
法
人
静
岡
英
和
学
院
令
和
７

（
２
０
２
５
）
年
度
事
業
計
画
に
つ

い
て

・
学
校
法
人
静
岡
英
和
学
院
令
和
７

（
２
０
２
５
）
年
度
予
算
に
つ
い
て

・
理
事
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て
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学
院
に
と
っ
て
大
切
な
財
産
で
あ

る
同
窓
生
名
簿
を
よ
り
適
切
に
管
理

し
、
更
に
は
学
院
の
発
展
に
資
す
る

も
の
と
す
る
た
め
、
事
務
局
に
て

２
０
１
２
年
度
よ
り
名
簿
管
理
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
一
元
管
理
し
て
お

り
ま
す
。

　
転
居
や
結
婚
等
で
登
録
情
報
の

変
更
が
生
じ
た
場
合
は
左
記
の
二
次

元
コ
ー
ド
の
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
か

ら
ご
入
力
い
た
だ
く
か
、
同
封
の
ハ

ガ
キ
、
事
務
局
総
務
課
宛
に
電
話

（
０
５
４
ー
３
３
３
ー
９
２
２
３
）
の

い
ず
れ
か
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
名
簿
は
諸
規
定
に
よ
り
適
正
に
管

理
い
た
し
ま
す
。
ご
自
身
の
個
人
情

報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
異
議
の
あ
る

方
は
左
記
あ
て
に
書
面
に
て
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。（
事
務
局
総
務
課

　
静
岡

市
駿
河
区
池
田
1769
番
地
）

事務局

・
理
事
等
選
任
委
員
会
の
構
成
員
（
評

議
員
）
の
選
任
に
つ
い
て

・
評
議
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

・
理
事
等
選
任
委
員
会
の
構
成
員
（
理

事
）
の
選
任
に
つ
い
て

・
静
岡
英
和
学
院
大
学
及
び
静
岡
英
和

学
院
大
学
短
期
大
学
部
学
長
候
補
者

選
考
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
静
岡
英
和
学
院
育
児
・
介
護
休
業
等
に

関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
職
員
の
解
雇
に
つ
い
て

■
２
０
２
５
年
４
月
14
日

▼
臨
時
理
事
会

・
２
０
２
５
年
度　

評
議
員
会
の
日
程

及
び
審
議
事
項
に
つ
い
て

・
理
事
候
補
者
の
選
任
に
つ
い
て

■
２
０
２
５
年
４
月
28
日

▼
臨
時
理
事
会
・
評
議
員
会

・
会
計
監
査
人
の
選
任
に
つ
い
て

・
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

・
会
計
監
査
人
の
報
酬
に
つ
い
て

・
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

■
２
０
２
５
年
５
月
26
日

▼
定
例
理
事
会

・
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
度
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

・
業
務
執
行
理
事
の
選
定
に
つ
い
て

・
理
事
の
、
他
の
学
校
法
人
の
理
事
と

の
兼
務
に
つ
い
て

■
２
０
２
５
年
６
月
30
日

▼
定
例
理
事
会
・
定
時
評
議
員
会

・
令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
度
第
１
回

補
正
予
算
に
つ
い
て

・
理
事
長
職
務
の
代
理
等
の
順
位
に
つ
い
て

・
静
岡
英
和
学
院
大
学
短
期
大
学
部
学

則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
寄
付
者
ご
芳
名

２
０
２
４
年
4
月
1
日
～

		


２
０
２
５
年
3
月
31
日

～
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
皆
様
に

		


厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
～

		


（
敬
称
略
／
順
不
同
）

◆
か
え
で
基
金	

4
5
0
，0
0
0
円

　

石
井 

博
文
、山
木 

和
子
、土
岐 

祐
子
、

　

宮
川 

恵
美
子
、齊
藤 

和
子
、伊
藤 

美
香
、

　

八
木 

多
恵
子
、谷
岡 

義
乃
、大
塚 

由
季
、

　

匿
名 

20
名	

◆
大
学・
短
大
部
指
定
寄
付

　
〈
大
学
学
友
会
〉

　
　
大
学
卒
業
記
念	

7
0
0
，0
0
0
円

　
　
短
大
卒
業
記
念	

3
0
0
，0
0
0
円

　
〈
大
学
後
援
会
〉

　
　

大
学
奨
学
金
制
度
資
金

		


1
，7
6
0
，0
0
0
円

　
　

短
大
奨
学
金
制
度
資
金

		


1
，5
5
0
，0
0
0
円

　
　
複
合
機
設
置
寄
付
金
5
0
3
，4
7
0
円

　
〈
維
持
協
力
会
〉

　
　

図
書
購
入	

2
0
0
，0
0
0
円

　
　

複
合
機
設
置	

5
0
3
，4
7
0
円

　
〈
そ
の
他
〉

　
　
教
育
環
境
整
備
充
実
寄
付
金（
64
名
）	

	

1
，2
0
0
，0
0
0
円

　
　

施
設
整
備	

1
0
4
，5
0
0
円

　
　
　
リ
チ
ャ
ー
ド 

ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド 

、

　
　
　
内
田 

順
子
、上
栁 

靖
、匿
名
４
名

静
岡
英
和
学
院
大
学
お
よ
び
短
期
大
学
部

同
窓
会	

２
０
０
，０
０
０
円

◆
中
学・
高
校
指
定
寄
付

　
中
学
・
高
校
入
学
時
任
意
寄
付
金（
37
名
）	

	

3
，5
0
0
，0
0
0
円

　

高
3
卒
業
記
念	

3
6
5
，0
0
0
円

　
〈
施
設
関
係
〉

　
　

2
0
2
4
年
度
P
T
A 

卒
業
生
等

　
　

積
立
金（
78
名
）	

	
4
，6
3
4
，0
0
0
円

　
　

施
設
整
備	
5
5
6
，0
0
0
円

　
　
　
山
本 

真
衣
、大
場 
以
久
美
、

　
　
　
山
下 

洋
子
、森
田 
拓
子
、桑
原 

由
美
、

　
　
　
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
静
岡
草
深
教
会
、

　
　
　
静
岡
英
和
女
学
院
同
窓
会 
東
京
支
部
、

　
　
　

匿
名　

13
名

　
〈
P
T
A
〉	

　
　

バ
ザ
ー
収
益
金	

5
4
，3
7
7
円

　
〈
維
持
協
力
会
〉	

　
　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ

		


4
0
，5
1
2
円

　
　

体
育
館
暗
幕	

9
5
7
，0
0
0
円

 

合
計	

1
7
，5
7
8
，3
2
9
円

　
　
訃
報

～
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
～

元
人
間
社
会
学
部
人
間
社
会
学
科	

広
瀬　

良
一
先
生

		


（
２
０
２
４
年
６
月
）

元
人
間
社
会
学
部
人
間
社
会
学
科	

清
水　

英
之
先
生

		


（
２
０
２
５
年
６
月
）

元
中
高
教
諭	

北
野　
　

豊
先
生

		


（
２
０
２
５
年
７
月
）

住
所
変
更
は
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
！

編

集

後

記

　
大
学
・
短
大
部
の
ペ
ー
ジ
に
毎
回

掲
載
し
て
い
る
の
が
「
楓
祭
」
の
記

事
に
な
り
ま
す
。
２
０
２
５
年
度
の

楓
祭
は
第
60
回
開
催
の
節
目
の
年
と

な
り
、
記
念
に
残
る
楓
祭
に
な
る
よ

う
現
在
準
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

卒
業
生
の
皆
様
も
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

4月 ７日（月） 入学式・ティーパーティー

4月 ８日（火） 始業式

4月26日（土） メイプルコンサート

5月  7日（水）～  9日（金） 中３スタディツアー（京都・奈良）

5月  8日（木）～14日（水） 高２スタディツアー（オーストラリア）

5月29日（木） 体育祭

9月12日（金）、13日（土） 英和祭

11月26日（水） 第 138 回創立記念日

12月20日（土） 学校クリスマス

1月  4日（日） 二十歳の集い（中高卒業生対象）

3月  2日（月） 高３卒業式・卒業記念パーティー

3月19日（木） 中３卒業式、終業式

3月23日（月）～25日（水） 高３修養会

静
岡
英
和
学
院
大
学
・

静
岡
英
和
学
院
大
学
短
期
大
学
部

4月  3日（木） 入学式

4月  5日（土） 前期授業開始

4月19日（土）～20日（日） スチューデント・リトリート（大学・短大）

5月17日（土） 保護者会

9月22日（月） 後期授業開始

9月24日（水） ９月卒業式

11月15日（土）～16日（日） 楓祭

11月19日（水） 創立記念礼拝

11月29日（土） 保護者セミナー

12月  7日（日） オープンキャンパス

12月17日（水） クリスマス礼拝

3月17日（火） 卒業礼拝

3月18日（水） 卒業式

静
岡
英
和
学
院
大
学
・

静
岡
英
和
学
院
大
学
短
期
大
学
部

静

岡

英

和

女

学

院

中

学

校
・

高

等

学

校

2025年度　学校主要行事表



16

STEP ❸ 総額税額控除額の決定

寄付金控除額

STEP ❷ 住民税の寄付金税額控除

（50,000円－2,000円）×最大10％ ＝ 4,800円

年間総所得の

40％が上限

年間の寄付合計金額

❶と❷を合計した金額を減税

寄付金控除額

寄付金の募集について
　学校法人静岡英和学院は、1887（明治20）年に当時教育の機会に恵まれなかった女子に対し、静岡の地において高い知性

と教養を与えることを目的に、静岡メソジスト教会の日本人牧師の提唱に、初代静岡県知事等の地方有力者が賛同支援し、

カナダメソジスト教会婦人伝道会の積極的な参加を得て、静岡県で初めての女子の学校として創設されました。現在は

中学・高校・短大・大学へと学びの門戸を開き、時代のニーズに合った学びを提供しています。

　これまで以上の本学学生・生徒の活躍のため、施設面をはじめとした教育体制の充実を手掛けて参りたいと思います。

財源の確保は法人の自主努力によるところはもちろんですが、併せて皆様方からの温かいご支援を賜りたく、ここに

ご寄付のお願いを申し上げます。

寄付金の種類ご存知ですか？
税制上の優遇を受けられます！

税制上の優遇措置って何？

寄付額に応じて減税が受けられる制度です。

例 ： 卒業生Aさん → 英和に5万円寄付

合計 ＝ 24,000円 が 減税 となります。

※上記計算例は実際の減税額と異なる場合があります。

　詳細は所轄税務署までご確認をお願い致します。

本学では2019年度よりインターネットを利用した寄付金を

募っております。

24時間受付可能で決済方法もクレジットカード・コンビニ・

Pay-easy に対応し、寄付をより身近なものとしていただけ

るようにいたしました。

STEP ❶ 税額控除

（50,000円－2,000円）×40％ ＝ 19,200円

年間総所得の

40％が上限
年間所得総税額の

25％が上限

年間の寄付合計金額

大学・短大部の施設設備への寄付

目的：多様で優秀な人材の育成を図り、大学として

の社会的指名に応えるため、教育研究施設設

備充実や学生が安全で安心して学業に専念で

きる環境を整備する。

●大学教育環境整備募金（大学・短大部）

中高の施設設備への寄付

目的：校舎等の維持、改修を推進する一方で、テー

ラーメイド教育やICT教育など特色ある学校

づくりの実現と旧弊した校舎から21世紀型

の新校舎に建て替えることで生徒の教育環境

を向上させるインフラ整備に努める。

●中高教育環境整備募金（中学・高校）

用途を限定しない寄付

目的：用途を定めない基金。

多種多様な事業等の支援に活用いたします。

●かえで基金（大学・短大部、中学・高校）

寄付金は所得・税額控除の対象となります。同封の払込取扱

票（ゆうちょ銀行用）をご使用になると便利です。また、インター

ネットでの寄付の受付（クレジット

カード、コンビニ、Pay-easy 決済

対応）も可能です。

※本学院の寄付金は特定公益増進

法人の主たる目的である業務に関

連する所得税法第78条第２項第３

号又は法人税法第37条第４項に

規定する寄付金となります。

スマートフォンをお持ちの方は右記の二次元コード

から寄付ページにアクセスできます。

https://www.shizuoka-eiwa.jp/donation/

インターネット寄付について
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